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っ
て
踊
れ
る
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ

　
　
　

ド
と
し
て
、
昨
年
冬
に
完
成
し

た
「
お
ど
る
！
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
」。

そ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
競
技
会
）

が
11
月
５
日
、「
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド  

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
産
業
フ
ェ
ア

２
０
１
７
」
と
題
し
、
あ
ゆ
ー
む
で
開

催
さ
れ
た
白
鷹
町
産
業
フ
ェ
ア
内
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

初
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
全
５

チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
保
育
園
児
と

そ
の
保
護
者
、
小
学
生
、
社
会
人
、
白

鷹
陽
光
学
園
の
皆
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
お
そ
ろ
い
の
紅
（
あ
か
）
い
Ｔ
シ
ャ

ツ
や
衣
装
、
小
道
具
を
身
に
付
け
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

審
査
開
始
に
先
立
ち
、
今
大
会
の
審

査
委
員
長
で
、「
お
ど
る
！
シ
ラ
タ
カ
・

レ
ッ
ド
」
の
作
詞
者
で
あ
る
町
観
光
交

流
大
使
の
青
木
実
さ
ん
が
「
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
た
。
皆
さ
ん
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、

よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
会
に
よ
る
エ
キ
シ

ビ
ジ
ョ
ン
（
模
範
演
技
）
を
は
さ
み
、

各
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
レ
ン
ジ
を

加
え
た
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
①
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
②
楽

し
さ
、
③
工
夫
の
３
点
を
審
査
基
準
に

行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

振
り
付
け
を
要
所
に
加
え
、
息
の
合
っ

た
ダ
ン
ス
を
元
気
よ
く
踊
っ
た
「
さ
く

ら
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ
（
さ

く
ら
の
保
育
園
職
員
親
子
）」
が
見
事

最優秀賞

さくらのフレッシュファミリーズ
最優秀賞最優秀賞

歌

参加賞
の

オリジ
ナルバ

ンダナ

み
ん
な
楽
し
く

踊
れ
た
よ
ー
♪

シラタカ・レッド　　ダンスフェスタ in 産業フェア 2017

 各ＱＲコードにスマー

トフォンをかざすと、ダ

 ンスフェスタの動画

    が見られます♪

よさこい白鷹櫻鷹会
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LET'S DANCING!
LET'S DANCING!

白鷹町観光交流大使

青木 実さん

白鷹町観光交流大使

青木 実

特別賞「スイート RED賞」

なかよし RED

   特別賞「まっ紅っかりんご賞」

   審査員長特別賞

フレッシュ?! ようこう

特別賞「セクシーカボチャ賞」

　チーム R

特別賞「イクメン賞」

２代目パパダンサーズ
with ジュニア

３年前の「観光交流推進計画」策

定の際に、白鷹町には紅花以外に

も紅（あか）いものがたくさんある

ということで「シラタカ・レッド」

というブランディングを提案させ

ていただきました。その後、「お

どる！シラタカ・レッド」の曲を

　　　作詞させていただき、今で

　　　はそれに素敵なメロディー

　　　と振りがついて保育園の子

　　　どもたちに踊られ、愛され

　　　　　ていると聞いてとても

　　　　　　　　　　　うれしく

　　　　　　　　　　　思ってい

　　　　　　　　　　　ます。

最
優
秀
賞
を
獲
得
。
青
木
審
査
委
員
長

か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の
４
チ
ー
ム
に
つ

い
て
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
楽
し
い
踊

り
を
披
露
し
た
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に

特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

―D
o you w

anna dance RED

―

　
「
お
ど
る
！
シ
ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
」

の
完
成
か
ら
約
１
年
。
今
後
も
「
日
本

の
紅
（
あ
か
）
を
つ
く
る
町
」
及
び
「
シ

ラ
タ
カ
・
レ
ッ
ド
」
が
町
民
の
皆
さ
ん

全
体
に
浸
透
し
、
町
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
と
な
る
こ
と
を
ね
ら
い
、
ダ
ン

ス
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
だ
振
り
付
け
を
覚
え
て
い
な
い

と
い
う
方
も
、
次
回
の
大
会
ま
で
に
ぜ

ひ
覚
え
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
紅
（
あ

か
）
い
も
の
を
身
に
付
け
て
踊
っ
て
、

も
っ
と
も
っ
と
白
鷹
町
の
紅
（
あ
か
）

を
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

シラタカ・レッド　　ダンスフェスタ in 産業フェア 2017

←ＱＲコードにスマートフォ

ンをかざすと「おどる！シ

ラタカ・レッド」（short ver.）

の動画をご覧いただけます。

動画で覚えよう！ 要
チ
ェ
ッ
ク
よ
！

後
日
、
青
木
さ
ん
か
ら
全
チ
ー
ム
に
手
書
き

の
イ
ラ
ス
ト
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。



注）小人は、小学生以下です。

　　１回券、回数券及び１日券はナイター使用できません。

　　シーズン券はナイターも使用できます。

　　リフトに乗車するすべてのお客様よりリフト料金をい

　　ただきます。（幼児・お年寄りについても同様です）

お
待
た
せ
し
ま
し
た
！

町
営
ス
キ
ー
場  

オ
ー
プ
ン

　　ペアリフトの利用券について

◆シーズン券

【販売期間】

・12月11日（月）～ 15日（金）…教育委員会

・12月16日（土）以降…スキー場リフト管理棟（営業

　可能な期間）または教育委員会（降雪状況によって

　営業できない期間）

【持参いただくもの】

　上表の料金、顔写真（縦２．５㌢×横２㌢）

※顔写真がないとシーズン券を発行できませんので、

　必ず持参ください。

【受付時間】

・教育委員会：午前８時30分～午後５時（平日のみ）

・スキー場リフト管理棟：スキー場営業時間内

◆学校の授業、スポーツ少年団の活動にシーズン券は 

　使えません。

◆シーズン券は、他人に貸したり譲ったりできません。

◆シーズン券は、ナイターでも使用できます。

◆団体割引を利用する場合は、あらかじめ教育委員会

　の許可を受けてください。

★毎月第３日曜日は、小学生までリフトが無料になり

　ます。リフト乗り場で「スキー子どもの日無料パス」

　を発行しますので、身に付けてご利用ください。

　　スキー場の利用について

◆ゲレンデや駐車場では、事故防止のためパトロール

　員や係員の指示に従ってください。けがや事故のと

　きは、パトロール員や係員に連絡してください。

◆スキー、スノーボードには必ず流れ止めをつけてく

　ださい。

◆ポールを利用するときは、リフト管理人の指示に従

　ってください。

◆ナイタースキーを児童や生徒が利用するときは、保

　護者またはそれに代わる人が同伴してください。

◆ナイタースキーでは、許可団体以外はポールやコー

　ス設定できません。

◆ごみはお持ち帰りください。

12月16日（土）～平成30年３月18日（日）［営業時間］
・午前９時～午後４時30分（土・日・祝日は午後５時）
・午後５時30分～午後９時（ナイター）
※期間及び営業時間は積雪状況により変わることがあります。
※２月18日（日）は町スキー大会のため、一般の方の利用は
　午後２時からになります。

【問い合わせ】
教育委員会生涯スポーツ係　　　☎85-6147　
白鷹スキーセンター　　　　　　☎87-2456　
白鷹町営スキー場リフト管理棟　☎87-2215

リフト券 料　金

１回券 150円

回数券
大人（11回券） 1,540円

小人（11回券） 1,020円

１日券
大　人 2,260円

小　人 1,540円

ナイター券
大　人 1,230円

小　人 820円

シーズン券

小学生以下 10,280円

中学生 13,370円

高校生・大人 20,570円

冬を楽し
もう！
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ジャーナリスト

 田勢康弘 さん

　「SHIRATAKA RED」の提案と「お
どる！シラタカ・レッド」の作詞
をさせていただいた関係で、ダン
スフェスタの審査委員長をしまし
た。参加者の熱い思いが伝わり、
大感激。参加賞のバンダナもデザ
イン。そして、いま好評の白鷹料
理のレシピ集「ごっつぉうしらた
か」、伝えたい季節の伝統料理 55
種レシピ、企画、デザインやイラ
ストを担当、素敵な仕事でした。
　こんな風に白鷹町とさらに深い
つながりができ、訪れる回数も増
え、ますます「町外町民」になっ
てきました。東京の周りの人から
「なんで白鷹町の観光交流大使な
の？出身？」と聞かれますが、そ
んなときは『白鷹町と友達なんで
す』と答えます。
　おいしい町、豊かな町、元気な
町、うらやましい田舎、ですね。

　白鷹町観光交流大使になって 4
年目になりますが、おじゃまする
たびに、いつも同じキーワード「白
鷹町は宝の山」を明確にして東京
に戻って来ています。
　今年もいくつか見つけた白鷹町
の宝を多くの皆様にお伝えして、
町のために私の得意なことでお役
に立てることを形にと、料理や野
菜の仕事のほかにずっと続けてい
るマーケティングの仕事の経験も
生かしてプラスできたらと思って
います。
　進化中の「日本の紅（あか）を
つくる町」の「シラタカ・レッド」
につながる加工品などもきちんと
したコンセプトで増やして行くお
手伝いもしたいし、白鷹町でも東
京でも何かワクワクするイベント
を企画できたらと、東京からいつ
も心から応援しています。

　「しらたか」。声にならない程度
にそうつぶやいてみるだけで涙が
出そうになる。白鷹町に住んだ
のは中学生のときの 3カ月だけ。
アメリカには都合 5年住んだが、
ふるさととは思わない。若くして
逝った父と母の白鷹町への熱い思
いが私に乗り移っている。だから
私にとって白鷹町がどの土地より
も大事なふるさとなのだ。
　鮎貝の停車場からまっすぐに伸
びる緩やかな坂道を、母の手にす
がりながら登って行く。古稀をす
ぎた今でも坂の上の青空と道端の
家の壁に下がった干し柿が忘れら
れない。これまでたくさんの恩師
に導かれてきたが、もっとも影響
を受けたのは荒砥中学校時代の鈴
木実先生である。私の英語に置賜
訛りがあるのはこの先生の影響で
ある。

しらたかのまちづくりに助言――
田勢康弘氏、青木実氏、上原恭子氏が来町

　

11
月
15
日
〜
16
日
、
町
観
光

交
流
大
使
の
田
勢
康
弘
さ
ん
、

青
木
実
さ
ん
、
上
原
恭
子
さ
ん

を
迎
え
、
現
在
の
白
鷹
町
を
見

て
い
た
だ
き
な
が
ら
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
人
に
は
、
年
に
一
回
白
鷹

町
に
来
町
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
今
回
は
田
勢
さ
ん
や
青
木

さ
ん
が
「
以
前
か
ら
フ
ァ
ン

だ
っ
た
」
と
い
う
鈴
木
味
噌
店

（
浅
立
）
で
味
噌
の
仕
込
み
を

体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち

ら
に
た
く
さ
ん
の
柿
が
実
っ
て

い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、「
も
っ

た
い
な
い
。
宝
の
山
だ
」「
何

か
渋
柿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え

よ
う
」
な
ど
と
、
ま
ち
づ
く
り

の
新
た
な
可
能
性
に
目
を
向
け

ら
れ
ま
し
た
。

野菜ソムリエプロ

 上原恭子 さん
会社役員

 青木　実 さん
ジャーナリスト

 田勢康弘 
野菜ソムリエプロ

 上原恭子 
会社役員

 青木　実 

仕
込
ん
だ
味
噌
を
囲
ん
で
記
念
撮
影

しらたかへの思い
Message

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
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まちのニュース

　

山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組

合
（
木
村
敏
和
代
表
理
事
組
合

長
）
及
び
全
国
共
済
農
業
協
同

組
合
連
合
会
山
形
県
本
部
（
長

澤
豊
運
営
委
員
会
会
長
）
に
よ

る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
呈
式
が
11

月
17
日
、
町
長
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
「
地
域
の
交
通
事
故

JA
山
形
お
き
た
ま
・
JA
共
済
連
山
形

町
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
４
基
を
寄
贈

防
止
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

今
回
は
４
基
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
、
交
通
安
全
と
事
故
防
止
の

た
め
に
町
内
各
所
に
設
置
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

町
ぐ
る
み
で
安
全
安
心
な
住
み
よ
い
地
域
を
―
―

白
鷹
町
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
町
民
大
会

　

白
鷹
町
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
町
民
大
会
が
11
月
12
日
、

町
産
業
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
交
通
事
故
や

犯
罪
、災
害
等
の
防
止
を
図
り
、

安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
今
回

が
初
開
催
。
町
民
や
関
係
行
政

機
関
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
佐
藤
町
長
は
「
事

故
や
災
害
は
身
近
に
あ
る
。
自

ら
の
命
や
地
域
は
自
ら
で
守
る

と
い
う
意
識
を
持
ち
、
も
し

も
の
と
き
の
行
動
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
交
通
事
故
遺
族
の
会
「
こ

ま
く
さ
の
集
い
」
代
表
の
渡
邊

理
香
さ
ん
と
、
西
置
賜
行
政
組

合
消
防
署
白
鷹
分
署
補
佐
の
菊

地
幸
一
さ
ん
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
町
交

通
安
全
母
の
会
蚕
桑
支
部
長
の

小
関
浩
子
さ
ん
が
大
会
宣
言
を

読
み
上
げ
、
山
形
県
警
察
音
楽

隊
が
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
演
奏
を
披

露
。
参
加
者
は
、
大
会
を
通
し

て
交
通
事
故
や
災
害
等
に
対
す

る
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

①
大
会
宣
言
を
堂
々
と
読
み
上
げ
る

小
関
さ
ん
　
②
白
鷹
町
で
は
初
披
露

と
な
っ
た
県
警
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

１

２

　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ま
つ
り

が
11
月
11
日
、
町
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
「
み
ん
な
で
つ
く

る
健
康
な
町
」を
テ
ー
マ
と
し
、

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
健
康
づ

く
り
の
た
め
の
体
操
な
ど
、
体

を
動
か
す
内
容
を
メ
イ
ン
に
企

画
。
あ
い
に
く
の
雨
に
よ
り
内

容
を
一
部
変
更
し
た
も
の
も
あ

り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
か
ら
大

人
、
そ
し
て
お
年
寄
り
の
方
も

一
緒
に
な
っ
て
楽
し
く
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
食
育
コ
ー

ナ
ー
や
健
康
づ
く
り
体
験
、
福

祉
施
設
作
業
体
験
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者
は

そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
自
身
や
家
族

の
体
、
生
活
に
目
を
向
け
な
が

ら
参
加
。
各
種
体
験
等
を
通
し

て
、
健
康
へ
の
意
識
を
改
め
ま

し
た
。（
16
頁
に
関
連
記
事
）

と
も
に
考
え
、
と
も
に
つ
く
る
健
康
な
町

元
気
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ま
つ
り
を
開
催

お
な
じ
み
の
「
お
ど
る
！
シ
ラ
タ
カ
・

レ
ッ
ド
」
を
元
気
よ
く
踊
る
参
加
者
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白
鷹
町
農
業
活
性
化
研
修
会

が
11
月
22
日
、
山
形
お
き
た
ま

農
業
協
同
組
合
白
鷹
支
店
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
白
鷹
町
地

域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
が
地

域
農
業
の
担
い
手
育
成
と
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
町
の
農
業
関
係

者
な
ど
約
70
人
が
参
加
。
前
半

に
平
成
30
年
か
ら
始
ま
る
収
入

保
険
制
度
及
び
今
話
題
と
な
っ

て
い
る
〝
Ｇ
Ａ
Ｐ
〟（
良
い
農

業
の
や
り
方
）
に
つ
い
て
の
講

演
、
後
半
に
若
手
農
業
者
に
よ

る
意
見
発
表
・
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
意
見
発
表
・

意
見
交
換
会
で
は
、
５
人
の
若

手
農
業
者
が
将
来
の
目
標
や
課

題
な
ど
を
発
表
し
、
助
言
者
が

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
助
言
す
る

と
い
う
形
で
実
施
。
若
手
農
業

者
の
１
人
で
あ
る
横
山
聡
さ
ん

（
鮎
貝
）
は
「
厳
し
く
変
化
し

て
い
く
農
業
情
勢
の
中
、
そ
の

と
き
に
合
わ
せ
た
農
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
基
盤
作
り
や
経

営
体
と
し
て
の
体
力
作
り
に
投

資
を
し
、
軽
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
あ
る
農
業
を
目
指
し
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

語
り
ま
し
た
。

地
域
農
業
の
担
い
手
育
成
と
活
性
化
へ
―
―

白
鷹
町
農
業
活
性
化
研
修
会
を
開
催

　

平
成
29
年
度
の
第
３
回
目
の

白
鷹
学
講
座
は
11
月
13
日
、
町

産
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、（
一
財
）
日
本

コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
協

会
名
誉
理
事
の
吉
武
永
賀
氏
が

「
コ
ア
（
体
幹
）
か
ら
ひ
も
と

く
体
の
基
本
」と
題
し
て
講
演
。

吉
武
氏
が
開
発
し
、
全
国
の
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
も
愛
用

し
て
い
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル

の
使
い
方
や
、
年
代
ご
と
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
に
つ
い

て
熱
く
語
ら
れ
、
会
場
に
集

ま
っ
た
中
学
生
や
ス
ポ
ー
ツ
指

導
者
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ポ
ー
ル
愛

好
者
な
ど
約
２
５
０
人
が
熱
心

に
話
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
後
に
は
中
学
生

や
保
護
者
な
ど
か
ら
多
く
の
質

問
が
上
が
り
、
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
に
丁
寧
に
答
え
た
吉
武
さ

ん
。「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

我
々
大
人
も
学
び
、
し
っ
か
り

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
希
望
と
期
待
を
寄
せ

よ
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
、

会
場
は
感
動
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

ストレッチポール体験会

【12月 18日（月）】　
午後８時～９時
●講師　伊藤利春　氏（日本コアコンデ
　ィショニング協会インストラクター）
【12月 19日（火）】

①午後１時 30分～２時 30分　
②午後３時～４時
●講師　菅野信也　氏（柔道整復師）
【共通】

●会場　東根地区コミュニティセンター
　東陽ホール
●定員　各回 20名
●参加料　無料（事前申込が必要です）
●服装等　動きやすい服装、マイポール
　がある方はご持参ください。

【申し込み・問い合わせ】
教育委員会生涯学習・文化振興係　
☎ 85-6146
白鷹町総合型地域スポーツクラブゆめス
ポしらたかＲＯ＊ＫＵ　☎ 87-8988

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
３

「
吉
武
永
賀
氏
　
講
演
会
」
を
開
催

中学生の質問にわかりやすく答える吉武氏

①
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

の
講
演
　
②
自
己
紹
介
も
交
え
て

意
見
発
表
を
し
た
若
手
農
業
者

飛び入り白鷹学講座

１

２
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　11 月 19 日、未来に広がる最上川 229 シンポジウ
ムが町文化交流センターあゆーむで開催されました。
　これは、美しい山形・最上川フォーラムなどが主催
するもので、この日は町内外から約 90人が参加。午
前に展示・ワークショップ、午後にパネルディスカッ
ションが行われました。パネルディスカッションで
は、東北芸術工科大学基盤教育研究センターの渡部泰
山教授がコーディネーターを務め、美しい山形・最上
川フォーラム置賜地域部会会員の今野正明さん（高玉）
など４人がパネリストとなり、「今、考える最上川と
地域の交流」をテーマに意見交換を行いました。

最上川と地域のつながりを身近に考える

最上川229シンポジウムを開催

満員御礼！熱気に満ちた義理人情劇

第14回高玉芝居定期公演

　11 月 23 日、毎年恒例の高玉芝居定期公演がさく
らの里文化伝承館（蚕桑地区コミュニティセンター
ホール）で開催されました。
　この日の演目は「上州みやげ仇討桜（あだうちざく
ら）」。会場には町内外から約 300 人が来場し、感情
のこもった迫真の演技に見入りました。第一幕が終わ
り、高玉芝居「高栄会」の児玉敏座長は「年々お客さ
んの熱気も増していて演技にも力が入る。観に来てく
れる方や芝居を支えてくれる方に感謝したい」とあい
さつ。さらに「地域の文化に触れる」ことを目的に、
今年も蚕桑小学校の児童が芝居を見学するなど、演じ
る者、そしてそれを観る者によって伝統の灯が次代へ
とつながっていきます。 観衆の心を引き込む熱い演技

　澄んだ秋の空気に包まれた 11月５日、西置賜１市
３町でたすきをつなぐ西置賜地区駅伝競走大会が、小
国町から長井市までの総距離 49.7kmのコースで開催
されました。
　今年も小学生から社会人ランナーまでバランスのと
れたチームに仕上がった白鷹町チームは、１区の菅結
愛選手がトップでたすきをつなぐと、その後も小中学
生ランナーが立て続けに区間賞を獲得。一時は順位を
３位まで落とす場面もありましたが、チーム一丸と
なって最後まで熱い走りでたすきをつなぎきり、昨年
に続く第２位という結果を収めました。

第59回西置賜地区駅伝競走大会

白鷹町チームが秋の西置賜路を熱走

【区間賞】 ３区 小野亨太（白鷹中２年）

１区 菅　結愛（鮎貝小５年） ４区 髙谷洸瑛（荒砥小６年）

２区 國谷美裕（白鷹中１年） ６区 菊地愛羅（東海大山形２年）

※６区 菊地愛羅選手は区間新記録でした。

それぞれの立場で意見を交換し合ったパネルディスカッション
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大盛況！香り豊かな冬の味に舌鼓

“隠れ蕎麦屋の里”新そばまつり

　11 月５日の「のどか村新そば祭り」を皮切りに、
あゆ茶屋、滝野交流館、パレス松風で新そばまつりが
開催されました。
　今年も “隠れ蕎麦屋の里” には、新そばの香りに誘
われるかのように多くのそば好きが訪れ、会場の前に
列を成しました。来場者は、そば打ち名人たちが腕を
ふるった新そばを口に運び「うまいっ」と絶賛。中に
は、一人で 2枚、３枚とそばを注文する人も多く、次々
とおいしそうにそばをすする音が響きました。多くの家族連れなどでにぎわったそばまつり会場

【
男
子
１
部
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

塚
本
昌
志
・
塚
本
保
正

２
位　

小
形
欽
也
・
青
木　

拓

３
位　

樋
渡　

翔
・
松
下
隼
也

　
　
　

吉
澤
勇
利
・
松
下
優
磨

【
男
子
２
部
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

遠
藤
英
樹
・
渋
谷
幸
輝

２
位　

青
木　

翔
・
早
川
拓
真

３
位　

梅
津
知
己
・
菅
間
志
隠

　
　
　

山
口
由
悟
・
鈴
木
隼
斗

【
女
子
１
部
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

保
科
友
美
・
志
賀
恵
美
子

２
位　

大
沼
幹
子
・
福
原
久
美
子

３
位　

小
澤　

萌
・
影
山　

萌

【
女
子
２
部
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

佐
藤
あ
ゆ
み
・
伊
藤
ほ
の
か

２
位　

丸
川
恵
理
花
・
手
塚
陽
佳

３
位　

青
木
美
羽
・
鈴
木
茉
凛

　
　
　

青
木
汐
音
・
横
山
祐
奈

【
少
年
少
女
ダ
ブ
ル
ス
】

１
位　

福
原
咲
妃
・
小
形
さ
く
ら

２
位　

大
沼
和
佳
・
橋
本
瑞
歩

３
位　

鑪　

弥
生
・
松
村
陽
菜

　
　
　

佐
藤
瑠
南
・
馬
下
智
貴

【
男
子
１
部
シ
ン
グ
ル
ス
】

１
位　

塚
本
昌
志

２
位　

青
木　

拓

３
位　

舩
山
達
郎

　
　
　

松
下
隼
也

【
男
子
２
部
シ
ン
グ
ル
ス
】

１
位　

青
木　

翔

２
位　

宮
東
章
斗

３
位　

早
川
拓
真

　
　
　

小
方
悠
輝

【
女
子
１
部
シ
ン
グ
ル
】

１
位　

梅
津
杏
奈

２
位　

小
澤　

萌

３
位　

保
科
友
美

【
女
子
２
部
シ
ン
グ
ル
ス
】

１
位　

福
原
久
美
子

２
位　

青
木
汐
音

３
位　

大
沼
幹
子

　
　
　

青
木
美
羽

【
少
年
少
女
シ
ン
グ
ル
ス
】

１
位　

福
原
咲
妃

２
位　

大
沼
和
佳

３
位　

小
形
さ
く
ら

　
　
　

橋
本
瑞
歩

大会
結果

白
鷹
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
12
日
／
荒
砥
高
校
体
育
館

　県で認定した「献血に協力していただいている団体」
を示す “献血サポート団体”。4月～ 9月、10 月～ 3
月の半期ごとに献血の協力、会場の提供、献血者の確
保や広報など特に優れたサポートを
いただいた優秀団体として、
置賜地域で白鷹ライオンズ
クラブ（後藤敬一郎会長）が
最優秀団体として紹介されました。

愛のかたち献血へ優れたサポート

白鷹ライオンズクラブが最優秀団体に

たサポートを

最優秀団体として紹介されました。最優秀団体の白鷹ライオンズクラブ移動例会参加メンバー

（参照URL）https://www.pref.yamagata.jp/hojo/kenko-fukushi-kosodate/7090001kennketusapo-todanntai.html

スポーツ振興くじ助成金は、東陽グラン

ドや野球場・ソフトボール場の改修など、

白鷹町の多くの施設に使われています。

スポーツくじの購入にご協力ください。
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町からのお知らせ

▼
入
居
対
象
者　

情
報
産
業
を
営
む

個
人
・
法
人
の
方
、
研
究
開
発
や
起

業
、
新
事
業
の
創
出
、
新
分
野
な
ど

▼
内
容　

ビ
ジ
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
（
１

戸
建
）
１
棟
（
２
階
建
約
70
坪
）

▼
使
用
料　

５
万
８
６
２
０
円
／
月

▼
募
集
期
間　

12
月
12
日
（
火
）
～

12
月
末

■ 

白
鷹
ソ
フ
ト
小
村
入
居
者
募
集※

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
町
の
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－

０
６
９
６

　平成 28 年４月より「山形県障がいのある人
もない人も共に生きる社会づくり条例」が施行
されました。これに基づき、県民が一体となっ
て「障がいの有無によって分け隔てられること
なく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共
生する社会」の実現を目指します。
《障がいを理由とする差別の例》　
・お店に入ろうとしたら、車いすを利用してい

　ることが理由で断られた。

・スポーツクラブや習い事の教室などで、障が

　いがあることを理由に入会を断られた。

　この事例は、障がいのある人が障がいのない
人と違う扱いを受けているので「不当な差別的
取扱い」であると考えられます。（ただし、ほ
かに方法がない場合などは「不当な差別的取扱
い」にならないこともあります。）
・災害時の避難所で、聴覚障がいのある人がい

　ると管理者に伝えたのに、必要な情報が音声

　でしか伝えられなかった。

　

所
得
税
及
び
町
県
民
税
の
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
提
出
す
る
、

「
障
害
者
控
除
」
及
び「
特
別
障
害
者

控
除
」
用
の
認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

次
に
あ
て
は
ま
る
方
で
、
必
要
な

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
28
年
1
月
1
日
以
前
に
生

　
ま
れ
た
方
で
、
平
成
29
年
12
月

　
31
日
現
在
（
平
成
29
年
中
に
亡

　
く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
は
亡

　
く
な
ら
れ
た
日
現
在
）
要
介
護

　（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
お
り
、

　
障
が
い
程
度
が
一
定
以
上
の
方
。

※
申
請
さ
れ
る
方
の
印
鑑
を
お
持
ち

　

く
だ
さ
い
。

※
認
定
基
準
な
ど
、
詳
し
く
知
り
た

　

い
方
は
介
護
保
険
係
へ
お
い
で
く

■ 

要
介
護（
要
支
援
）認
定
を
受
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
へ

　

だ
さ
い
。

※
障
害
者
手
帳
な
ど
で
控
除
を
受
け

　

ら
れ
る
方
は
、
申
請
の
必
要
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。

※
認
定
書
は
、
平
成
29
年
分
の
所
得

　

税
、
平
成
30
年
分
の
住
民
税
の
申

　

告
に
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

　

申
告
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
を
も

と
に
、
平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
や
保
険
料
な
ど
を
決
定

し
ま
す
。

　

町
民
税
・
県
民
税
の
課
税
で
負
担

が
変
わ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
86

－

０
２
１
３

　このように、聴覚障がいのある人に声だけで
話す、また知的障がいのある人にわかりやすく
説明しないことは、障がいのない人にはきちん
と情報を伝えているのに、障がいのある人には
情報を伝えないことになります。
　障がいのある人が困っているときに、その人
の障がいに合った必要な工夫ややり方を相手に
伝えて行なってもらうことが合理的配慮であ
り、役所や会社・お店などが、障がいのある人
に「合理的配慮をしない」ことも差別となる場
合があります。
※障がいなどについて正しい知識と理解を持
　ち、合理的理由のない差別の解消を図るため、
　山形県では「心のバリアフリー推進員養成研
　修会」を開催しています。詳しくは、下記担
　当へお問い合わせください。

【相談・問い合わせ】
健康福祉課福祉係　☎ 86-0111

障がいを理由とする差別の解消に向けて
― 障がいや障がい者についての理解を深め、「共にこのまちで輝く」―
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町からのお知らせ

　

町
で
は
現
在
、
蚕
桑
地
区
の
高
齢

者
の
方
を
対
象
に
御
用
聞
き
（
宅

配
）
事
業
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
ど
な
た
で

も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
会
員
制
（
年
会
費
・
配
達
料
な
ど

　

の
手
数
料
は
無
料
）

▼
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

　

る
世
帯
の
方

②
車
な
ど
の
運
転
が
で
き
な
い
、
ま

　

た
は
自
信
が
な
い
方

③
注
文
や
会
計
な
ど
、
身
の
回
り
の

　

こ
と
が
で
き
る
方

▼
御
用
聞
き
の
流
れ

①
週
１
回
ご
自
宅
を
訪
問
し
て
注
文

　

を
伺
い
ま
す
。

②
注
文
は
カ
タ
ロ
グ
の
中
か
ら
お
選

　

び
い
た
だ
き
ま
す
。

③
注
文
の
商
品
を
翌
週
お
届
け
し
、

　

お
届
け
の
と
き
に
次
回
の
注
文
を

　

伺
い
ま
す
。

④
商
品
は
お
届
け
の
と
き
に
現
金
で

　

ご
清
算
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
取
扱
商
品　

肉
、
魚
、
野
菜
、
加

工
食
品
を
中
心
と
し
た
食
料
品
全
般

及
び
日
用
品
。

▼
事
業
実
施
者　

え
ん
ど
う
商
店

▼
注
意
事
項

①
特
定
の
時
期
の
み
の
利
用
及
び
曜

　

日
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

②
安
否
確
認
も
兼
ね
て
い
る
た
め
、

　

注
文
が
な
い
場
合
で
も
毎
週
訪
問

　

し
ま
す
。

※
同
居
し
て
い
る
方
で
も
、
自
身
の

　

買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
場

　

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
87

－
０
６
９
６
（
直
通
）

①
特
定
の
時
期
の
み
の
利
用
及
び
曜

　

日
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

【問い合わせ】健康福祉課子育て支援係　☎ 86-0212

●受付期間　平成 30年１月 10日（水）～２月９日（金）
●対象児童　小学１年生～６年生で保護者等が就労などにより日中家庭にいない児童（平成 30年度
　　　　　　に入学する児童を含む）
●利用料（おやつ代を含む）１～３年生：月額 7,000 円／４～６年生：月額 6,000 円
※利用料は基本金額を示しています。登録形態やサービス加算によって金額が異なります。
※申し込みは、各児童クラブに直接ご連絡ください。

平成30年度の

放課後児童クラブ（学童保育）利用児童を募集します

施設名 蚕桑っ子クラブ 鮎っ子クラブ
エンゼル イン

しらたか
東根児童クラブ
ふれあいっ子

設置場所
蚕桑地区コミュニテ
ィセンター内

白鷹町子育て支援セ
ンター内

愛真こども園 ふれあいの里敷地内

申込電話番号 ☎８７-１１８８ ☎８７-００８４ ☎８５-３１６０ ☎８５-２２００

開

所

時

間

月～金曜日 正午～午後７時 午前11時～午後７時 午前11時～午後７時 正午～午後７時

土曜日 午前７時～午後７時 午前７時～午後７時 午前７時～午後７時 午前７時～午後７時

学校代休
長期休暇

午前７時～午後７時 午前７時～午後７時 午前７時～午後７時 午前７時～午後７時

休所日
第２土曜日、日曜日、
祝日、お盆、年末年始

第２土曜日、日曜日、
祝日、お盆、年末年始

第２土曜日、日曜日、
祝日、年末年始

第１土曜日を除く土
曜日、日曜日、お盆、
年末年始

【
蚕
桑
地
区
限
定
】

■ 
御
用
聞
き
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

会
員
随
時
募
集
！

●買い物ポイントサービス事業
　買い物などの移動手段としてデマンド
　タクシーを活用していただくため、10
　回の利用で500円分の買い物ができる
　ポイントカードを発行しています。
●移動販売支援事業
　現在、中山地区、大瀬地区、針生地区
　の３カ所で週に３回、移動販売を行っ
　ていただいています。

ほかにも…
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白鷹町デマンドタクシー
土曜日試験運行を実施します土曜日試験運行を実施します

●実施日　平成30年１月、２月の毎週土曜日　１日９便（午前８時便～午後４時便）
【１月】６日・13日・20日・27日　【２月】３日・10日・17日・24日
●料金　１回500円 
・障がい者　250円（障がい者手帳の提示必要） 
・運転免許証自主返納者　300円（運転経歴証明書の提示必要） 
・未就学児　無料
※土曜運行分は当日予約を行いませんので、利用日の前日までご予約ください。

　 デマンドタクシーって
　デマンドタクシーは、通常のタクシーとは異なり、

予約していただいた方を順番に迎えに行き、低料金

で目的地まで送迎する乗り合いのタクシーです。利

用には事前登録と電話予約が必要です。

？

運行日

月曜から金曜日の週５日間

※土日祝日、年末年始（12/29 ～１/ ３）は休み
（平成30年１月、２月は土曜日も試験運行いたします。）

料　金

１回 500円
・障がい者　250円 （障がい者手帳の提示必要）
・運転免許証自主返納者　300円
（運転経歴証明書の提示必要）

・未就学児　無料

※お得な回数券（100円券11枚つづり１冊1,000円）
　を車内で販売しています。

時刻表
午前８時便～午後４時便

※１時間に１便

　ご不明な点等があり
ましたら、お気軽にお
問い合わせください。

【問い合わせ】
企画政策課企画調整係
☎85-6123

料金も安く、デマンドがあって
助かっています。（70代・女性）

予約方法も簡単で、大変
便利です。（80代・女性）

大変ありがたく利
用させてもらって
います。料金も待
ち時間も適当だと
思います。
（80代・女性）

氏名・利用日時・目的地を、予約センター（㈱

朝日観光タクシー内　☎ 85-0365）へ電話で

連絡します。

【予約受付時間】

・午前８時便～午後０時便の利用

　→前日まで予約

・午後１時便～午後４時便の利用

　→利用日当日の午前９時～ 11時まで予約

❷予約

ＴＡＸＩ

❸利用

申込書または電話で利用者登録を行います。

※申込書は、役場企画政策課または予約セン

　ター（後述）に備えてあります。

❶登録

登録から利用まで

期間限定！

利用者の声

申込書

☎
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税務出納課からのお知らせ￥

　

農
業
所
得
の
申
告
は
、
農
畜
産

物
を
出
荷
・
販
売
し
て
い
る
方
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
自
家
消
費
の

み
の
場
合
は
、
申
告
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

農
業
所
得
の
計
算
は
、
実
際
の

収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
所
得
金
額
を
計
算
す
る
収

支
計
算
が
原
則
で
す
。
収
支
計
算

に
は
、
収
入
金
額
や
必
要
経
費
に

係
る
請
求
書
、
領
収
書
な
ど
の
書

類
の
保
存
と
日
々
の
取
引
の
記
録

（
帳
簿
）が
必
要
で
す
。

　

帳
簿
か
ら
収
支
内
訳
書
を
作
成

し
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
収
支
内

訳
書
に
よ
り
申
告
書
を
速
や
か
に

作
成
で
き
ま
す
。（
申
告
相
談
に
は

領
収
書
や
帳
簿
等
も
ご
持
参
く
だ

さ
い
。）

※
平
成
26
年
１
月
か
ら
、
事
業
や 

　

農
業
、
不
動
産
貸
付
等
を
行
う

　

す
べ
て
の
方
は
、
記
帳
と
帳
簿

　

書
類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま

　

し
た
。
町
県
民
税
の
申
告
の
み

　

の
方
も
す
べ
て
対
象
で
す
。

　
賃
耕
料
・
小
作
料
等
支
払

　

明
細
書
の
提
出

　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

農
業
所
得
を
申
告
さ
れ
る
方
へ

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
方

は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う
え
、

平
成
30
年
１
月
15
日
（
月
）
ま
で

税
務
出
納
課
町
民
税
係
（
４
番
受

付
）
に
提
出
く
だ
さ
い
。

《
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料
》

①
賃
耕
料
…
個
人
間
で
の
農
作
業

（
耕
う
ん
・
代
か
き
・
育
苗
・
田

　

植
え
・
稲
刈
り
な
ど
）
の
委
託

　

料
で
す
。

※
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

　

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育

　

苗
組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど

　

の
利
用
者
は
、
申
告
相
談
の
際

　

に
利
用
料
の
明
細
を
お
示
し
く

　

だ
さ
い
。

②
小
作
料
…
農
地
の
賃
借
料
（
米

　

な
ど
の
現
物
支
払
い
を
含
む
）

　

で
す
。

※
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

賃耕料・小作料等支払明細
書は平成 30 年１月 15 日
（月）まで提出してください。

　

固
定
資
産
税
は
、
町
内
に
あ

る
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
を

毎
年
１
月
１
日
（
基
準
日
）
現

在
で
評
価
し
、
基
準
日
時
点
の

所
有
者
に
課
税
す
る
も
の
で
す
。

　

税
務
出
納
課
で
は
現
在
、
平

成
30
年
度
の
課
税
に
向
け
た
作

業
（
土
地
の
現
況
調
査
と
評
価
、

新
増
改
築
家
屋
の
調
査
と
評
価

な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
29
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
30

年
１
月
１
日
ま
で
の
期
間
で
次

に
該
当
す
る
固
定
資
産
を
所
有

す
る
方
は
、
お
手
数
で
も
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
平
な
課
税
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

土
　
地

■
土
地
の
現
況（
利
用
状
況
）が

　
変
わ
っ
た
と
き

※
住
宅
を
取
り
壊
し
て
駐
車
場

　

や
資
材
置
き
場
・ 

空
き
地
に

　

し
た
。

※
山
林
や
原
野
を
造
成
し
て
、

　

宅
地
や
駐
車
場
・
資
材
置
き

　

場
に
し
た
。 

固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

－

土
地
・
建
物
な
ど
の
評
価
・
課
税

－

　

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
払
明
細
書
が
必
要
な
方
は
、
税

務
出
納
課
町
民
税
係
（
４
番
受

付
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

土
地
改
良
・
水
利
組
合
の
方
へ

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
方
が
、
申
告
の
際
に
賦
課
金
を

控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ
の

金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合
か

ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課
金

内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
す
る
組
合

は
、
税
務
出
納
課
町
民
税
係
よ
り

用
紙
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
町
民
税
係　

☎
85

－

６
１
３
２

 申告相談の日程について

　申告相談の日程は広報しら
たか１月15日号でお知らせ
します。指定された日時をご
確認のうえ、ご来場ください。

忘れずにご確認を！

家
　
屋

■
家
屋（
建
物
）に
異
動
が
あ
っ

　
た
と
き

※
建
物
を
新
増
改
築
し
た
、
取

　

り
壊
し
た
な
ど

（
５
月
に
送
付
し
ま
し
た
「
所

有
建
物
確
認
の
お
願
い
」
な
ど

に
よ
り
、
す
で
に
ご
報
告
い
た

だ
い
た
方
は
、
今
回
の
連
絡
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

償
却
資
産

　

償
却
資
産
は
、
事
業
用
資
産

の
所
有
者
に
申
告
の
義
務
が
あ

り
ま
す
。
12
月
中
旬
に
申
告
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
１
月
31

日
ま
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

償
却
資
産
を
平
成
29
年
中
に
新

た
に
取
得
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

今
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い
た
方

で
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
申
告
書
な

ど
を
送
付
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

税
務
出
納
課
資
産
税
係

☎
85

－

６
１
３
３
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孫
達
と
記
念
写
真
や
ハ
イ
ポ
ー
ズ
　
　
　
　
　
　
坂
戸
市
　
安
達
　
功

ア
ル
バ
ム
の
記
憶
に
残
る
幼
稚
園
　
　
　
　
　
　
長
井
市
　
安
部
あ
り
な

記
録
的
日
本
列
島
雨
や
ま
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
岡
　
安
部
　
健
一
　

記
念
品
そ
れ
ぞ
れ
手
に
思
い
出
し
　
　
　
　
　
　
武
蔵
野
市
　
池
田
　
武
子

不
都
合
は
記
憶
に
な
い
と
繰
返
す
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
石
川
與
次
衛
門

昭
和
の
記
憶
凸
凹
道
が
人
生
路
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
五
十
公
野
か
を
る

青
春
を
駆
け
た
日
記
と
今
日
米
寿
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
五
十
公
野
春
己

お
く
や
み
記
事
朝
飯
前
の
一
仕
事
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
植
木
　
英
夫

九
秒
九
八
国
中
歓
㐂
の
新
記
録
　
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
　
太
一

母
が
居
た
遠
い
記
憶
に
思
い
馳
せ
　
　
　
　
　
　
浅
　
立
　
梅
津
美
千
子

お
目
出
と
う
や
っ
と
出
し
た
ネ
新
記
録
　
　
　
　
滝
　
野
　
海
老
名
き
ち

記
念
樹
も
早
や
六
十
年
大
木
に
　
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
　
遠
藤
　
八
重

一
株
に
里
芋
百
個
日
記
に
残
す
　
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
木
口
　
と
よ

初
恋
の
ロ
マ
ン
が
つ
ま
っ
た
古
日
記
　
　
　
　
　
菖
　
蒲
　
小
関
　
　
弘

九
十
才
日
記
だ
け
は
忘
れ
ず
に
　
　
　
　
　
　
　
萩
　
野
　
紺
野
　
五
月

体
重
の
飛
び
出
し
た
日
は
記
録
せ
ず
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
佐
藤
　
幸
子

あ
り
が
と
う
記
録
を
つ
け
た
花
の
数
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
神
保
　
玲
子

見
て
み
た
い
式
部
の
㊙
日
記
謎
だ
ら
け
　
　
　
　
荒
砥
甲
　
鈴
木
美
貴
子

と
う
げ
ど
こ
通
っ
て
も
記
念
の
桜
　
　
　
　
　
　
十
　
王
　
平
　
　
恒
人

記
念
日
に
忘
れ
も
し
な
い
プ
ロ
ポ
ー
ズ
　
　
　
　
高
　
玉
　
髙
橋
　
朝
子

記
事
に
の
る
友
が
何
ん
だ
か
偉
く
見
え
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
土
谷
　
灯
一

記
録
し
て
認
知
に
勝
と
う
筆
一
本
　
　
　
　
　
　
広
　
野
　
新
野
智
耶
子

ま
だ
古
希
の
中
十
年
日
記
支
え
と
し
　
　
　
　
　
高
　
玉
　
橋
本
つ
ね
子

去
り
し
彼
日
記
目
に
し
て
涙
船
　
　
　
　
　
　
　
鮎
　
貝
　
樋
口
　
敏
子

自
分
史
に
辿
る
記
憶
も
薄
れ
が
ち
　
　
　
　
　
　
荒
砥
乙
　
保
科
　
　
努

自
己
ベ
ス
ト
ス
ポ
ー
ツ
記
録
ぬ
り
か
え
る
　
　
　
十
　
王
　
松
田
　
久
一

お
し
ど
り
で
記
念
の
楯
に
感
謝
す
る
　
　
　
　
　
十
　
王
　
松
野
い
せ
子

日
記
書
き
日
一
日
と
変
り
行
く
　
　
　
　
　
　
　
ふ
じ
み
野
市

　
村
上
　
桂
造

飲
み
過
ぎ
て
記
憶
途
切
れ
て
赤
面
す
　
　
　
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
勝
助

老
い
な
り
に
お
く
や
み
記
事
を
目
を
と
う
す
　
　
十
　
王
　
守
谷
　
三
郎

内
助
の
功
深
い
思
い
の
記
事
拝
す
　
　
　
　
　
　
山
　
口
　
渡
部
喜
美
子

　町報川柳　― 記 ―　　 

次回「学」十二月二十五日まで。　「達」一月二十五日まで。
白鷹町大字荒砥甲八三三番地　白鷹町役場企画政策課情報係　 宛

　

10
月
末
。
荒
砥
駅
資
料
館
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
が
空
い
て
い
た
た
め
、
町

内
の
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
何
か
が

で
き
な
い
か
と
思
い
、
写
真
展
を
企

画
し
ま
し
た
。
荒
砥
駅
は
始
発
駅
で

あ
り
終
着
駅
で
も
あ
る
た
め
足
を
止

め
て
も
ら
え
る
機
会
が
多
く
、
ツ

ア
ー
な
ど
で
団
体
の
お
客
様
も
多
数

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
る
の
で
、
多
く

今できる最高なものを

地域おこし協力隊　澤邊  聖

第22回

地域おこし協力隊通信

の
方
に
見
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

し
た
。
当
初
は
私
１
人
で
行
う
予
定

で
し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
と
い

う
こ
と
で
協
力
隊
全
員
に
声
を
か

け
、
６
人
全
員
で
行
い
ま
し
た
。

　

写
真
の
選
考
か
ら
実
際
に
展
示
す

る
ま
で
の
す
べ
て
が
自
分
た
ち
の
手

作
り
で
、
１
人
１
人
の
良
さ
が
出
た

と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
〝
地
域
お
こ
し
協
力
隊

か
ら
見
た
白
鷹
町
〞
を
テ
ー
マ
に
し

た
写
真
展
「
こ
こ
で
み
た
景
色
」
が

完
成
・
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
隊
員
み
ん
な
の
知
恵
と
協

力
が
な
け
れ
ば
決
し
て
こ
の
よ
う
な

写
真
展
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
す
ば
ら
し
い
仲
間
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
見
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

隊員それぞれが持ち寄った作品の中

から厳選した 30点を展示しました

みんなの協力で楽しく、真剣に、

時に厳しく作業ができました。

本当にありがとう

観光協会で活動中！
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■町長の動静・交際費に関する問い合わせ　総務課総務係　☎８５-６１２０

町長交際費
町長の主な動静 11月 11月
月　日 行　　事　　名

11月 1日

白鷹町子ども ･ 子育て会議

予算編成説明会

第六師団長、 第二十普通科連隊長歓迎の夕べ

11月 2日 市町村政連絡協議会

11月 4日
東北中央自動車道（福島大笹生 IC ～米沢北 IC）開通式

故岸宏一氏　岸家と金山町の合同葬儀

11月 5日

第 8 回白鷹ライオンズカップ （ミニバスケ）

収穫感謝豊作祈願祭

白鷹町産業フェア 2017 「交流会」

11月 6日
置賜広域行政事務組合理事者視察研修　
～ 7 日まで （埼玉県）

11月 8日 安全・安心の道づくりを求める全国大会（東京都）

11月 10日 平成 29 年度新荒砥橋建設促進期成同盟会役員会

11月 11日 元気ニコニコ健康まつり

11月 12日
平成 29 年度白鷹町安全安心なまちづくり町民大会

鷹山地区区長 ・ 副区長 ・ 町内長会

11月 13日

定例課長会

青少年国際交流事業報告会

山銀しらたか会総会

11月 14日

全国過疎地域自立促進連盟定期総会 （東京都）

新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会中
央要望 （東京都）

11月 15日 白鷹町自立支援協議会代表者会議

月　日 行　　事　　名
11月 16日 オーストラリア大使館表敬訪問 （東京都）

11月 17日

西置賜地区ふれ愛募金会贈呈式

平成 29 年度新荒砥橋建設促進期成同盟会総会

山形おきたま農業協同組合カーブミラー贈呈式

11月 20日
地方自治法施行 70 周年記念式典 （東京都）

平成 29 年度治水事業促進全国大会 （東京都）

11月 21日
白鷹町振興審議会

白鷹町まち ・ ひと ・ しごと創生有識者会議

11月 22日
第 2 回白鷹町水道経営審議会

白鷹町農業活性化研修会

11月 24日
産建文教常任委員協議会

定例課長会

11月 25日 首都圏白鷹会総会 （東京都）

11月 26日 どりいむ農園直売所産直の会員交流会

11月 27日

10 月期定例監査結果報告

議会運営委員会

山形県国民健康保険団体連合会理事会

11月 28日 全国治水砂防促進大会 （東京都）

11月 29日

全国町村長大会 （東京都）

文部科学省幹部職員との意見交換会 （東京都）

県選出国会議員との情報交換会 （東京都）

11月 30日
全国山村振興連盟通常総会 （東京都）

国保制度改善強化全国大会 （東京都）

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
11月 17日 贈答品 2,500　 重要事業要望

11月 28日

御祝 5,000　 協同組合ゆーしーる通常総会

御祝 　  4,000　     
どりいむ農園直売所産直の
会員交流会

支出日 区分 支出額(円) 内　　　容
11月 30日 香典 10,000　 元職員弔慰金

計 21,500　

よつばこども園

　園庭のおちばをたくさん集めて、お楽しみのやきいもを

しました。みんなで育てたさつまいも、きれいに洗って新

聞とアルミでくるんで準備オッケー！落ち葉のたきびで、

あつあつのおいしいやきいもできました。

子ども俳句「やきいも」

「やきいもでモクモクけむりなみだでた」

「ホカホカのやきいもおなかもホッカホカ」

「やきいもでうちわバタバタたきびだぞ」
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第２次白鷹町健康増進計画 元気ニコニコしらたか21
vol.55The 2cond Shirataka town Health promotion plan

ＧＥＮＫＩＮＩＫＯＮＩＫＯＳＨＩＲＡＴＡＫＡ 21
【問い合わせ】健康福祉課健康推進係　☎８６-０２１０

●  日頃の運動不足やストレス解消のため、また、メタボ・ロコモ予防のために、毎日で

　きるストレッチから筋トレまで幅広く教えていただきました。体を動かすだけではな

　く、運動は脳や骨にも良い刺激になり、生活習慣病予防には有酸素運動や筋トレが最

　適であること等、さまざまな運動の効果についてもご指導いただき、参加された皆さ

　んは有意義な時間を過ごしたようでした。

▼健康づくりのための体操
　健康運動指導士　鈴木勝義 氏

　 01   運動による健康づくり

計画に基づいて実施した「元気ニコニコ健康まつり」についてお知らせします。

●  ＪＡ山形おきたま様より、提供いただいた新米「はえぬき」を使って昼食のおにぎり  

　を自分で握って食べました。子どもから大人までたくさんの方に参加いただき、初め

　ておにぎりを握るという方も健康づくり推進員の皆さんに丁寧に教えてもらいなが

　ら、がんばって握った大きなおにぎりをほおばっていました。本当においしいお米で

　した。

● すべて地元の材料で作った豚汁も大変好評で、300食をあっという間に完食しました。

▼おにぎりにチャレンジ！・豚汁試食

　 02   食育体験

●  日頃飲んでいる自分のみそ汁の濃さを知ってもらい、減塩にはいかに「だし」が大切

　かを感じてもらうために実施しました。

● みそをお湯で溶かしたものとだし汁で溶かしたものを飲み比べてもらいましたが、や

　はりだし汁で作ったみそ汁の方がおいしいという声が多く、だしの力でみその量も少

　なくすみ、十分おいしく感じられるようでした。

● はじめに自分の好みのみそ汁を作ってもらったのですが、元々薄味の方も多く、徐々

　に「減塩」が広がっていることを感じました。

▼減塩みそ汁試飲

●  小さいころの親子のふれあいや楽しかった記憶は、大人になってもずっと残ります。

　また、体操を通して親子で楽しくふれあいながら、体力や運動能力の向上を目指し、

　開催しました。多くの方に参加いただき、楽しいひと時となりました。

　 03   元気いっぱい子どもの健康づくり

▼親子ふれあい体操
　健康運動指導士　鈴木勝義 氏
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

荒高掲示板 
　  ・第 14 回定期演奏会

  　・献血への協力

大
相
撲
十
一
月
場
所
（
11
月
12
～
26
日
）

取組 星取 決まり手

１日目 ● 寄り切り

４日目 ● 上手出し投げ

５日目 ○ 押し出し

８日目 ○ 寄り切り

10日目 ● 下手投げ

12日目 ○ 押し出し

13日目 ○ 寄り切り

東幕下13枚目　４勝３敗

白
は

く

鷹
よ

う

山
ざ

ん

情
報

今
年
最
後
に
勝
ち
越
し

　
来
年
こ
そ
は
飛
躍
の
年
に

今
場
所
を
振
り
返
っ
て

（
白
鷹
山
の
コ
メ
ン
ト
）

　

今
年
最
後
の
九
州
場
所
、
勝

ち
越
し
で
終
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
飛
躍
の
年
と
な

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

が
ん
ば
れ
！

白
鷹
山

『荒砥高校も献血に協力』
　10 月 12 日、献血車が本校に来ました。
生徒、職員、そして近所の方々にも協力して
いただきました。

第 14回
定期演奏会
　本校吹奏楽部による「第
14 回定期演奏会」が 11
月 4 日、白鷹町産業セン
ターで行われました。今年
は創部 40 周年となる記念
演奏会ということもあり、
昨年以上の来場者（256 名）にお越しいただき満席公演となりました。
テーマは「Heart  to  Heart　～願いを音にのせて～ 」です。
　第１部は今年 24年ぶりに県大会出場を果たし「銀賞」を受賞した
吹奏楽コンクール演奏曲をはじめ、金管六重奏を含めた４曲を披露し
た吹奏楽ステージ。第２部は「ビッグバンドジャズ」ステージで迫力
満点の演奏。第３部の後半には歴代顧問 3名を加え、本校吹奏楽部
OB、OG、賛助の皆さんによる演奏で、観客と演奏者が１つになって
の楽しいジョイントステージ。多くの皆様から温かい拍手とお褒めの
言葉をいただきました。心より御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

くらしの

知識

【問い合わせ】 

町民生活相談センター

（町民課くらし環境係）

☎85-6131
置賜消費生活センター

☎0238-26-6072

vol.63

【
事
例
】

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

  □ ＮＴＴ東日本が光回線サービスの卸売を開始し、多くの事業者が光回線だけ

　　でなく独自サービス等をセットにして販売するなど、契約内容が多様化・複

　　雑化しています。  

  □ 勧誘を受けた際は必ず契約先の事業者名、サービス名等の契約内容を確認し

　　ましょう。ＮＴＴ東日本から他の事業者に乗り換える場合は転用承諾番号の

　　取得が必要で、ＮＴＴ東日本との契約はなくなります。

  □ 「安くなる」などと言われても、他のサービスとのセット契約でかえって高

　　額になったり、現在契約しているサービスの解約料金が発生する場合があり

　　ます。現在の契約内容を理解した上で検討しましょう。

▼ ▼アドバイス！

 　大手電話会社を名乗り「新サービスです」と電話が

　かかってきたので、長年契約している会社だと思って

話を聞いた。光回線サービスの利用料が安くなると思い、

担当者に言われるまま転用承諾番号をインターネットで取得し、

伝えた。しかし、届いた登録完了通知を見たら、大手電話会社と

は別会社との契約であることがわかった。解約したい。

○○電話

　　　 しらたか４Ｒ情報
～ごみ減量  できることから  はじめよう～Ｒ 【問い合わせ】町民課くらし環境係　☎ 85-6131

ｅｆｕｓｅ
ｅｄｕｃｅ
ｅｕｓｅ
ｅｃｙｃｌｅ

　日本では、食品ロス（まだ食べられるのに捨て
られている食品）が年間約632万トンにも上りま
す。これを 1人当たりに換算すると、お茶碗約一
杯分（約 136g）の食べ物が毎日捨てられている
　　　　ことになります。日頃の「もったいない」
　　　　　　の気づきが食品ロス削減につながり
　　　　　　  ます。12月・1月の忘新年会はお 
　　　　　　　いしく残さず食べきりましょう。

外食時の「おいしい食べきり」
全国共同キャンペーン ❶まずは、適量注文！

❷幹事さんから
　「おいしく食べきろう！」の声かけ
❸開始直後や終了前は、席を立たずに　
　しっかり食べきる食べきりタイムを設
　けましょう
❹食べきれない料理は仲間で分け合おう
❺それでも、食べきれなかった料理は、
　お店の方に確認して持ち帰りましょう

宴　会 　５　カ　条
おいしく食べき
ることも宴会の
　マナーです！

光回線サービスの乗り換えは慎重に！
安
く
な
る
よ
〜
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［ 西置賜地区　作文・標語コンテスト ］
作文コンテスト
　【小学校の部】
　■優秀賞　みんな同じ気持ちで　　　　　黒澤　侑華（鮎貝小４年）
　■優良賞　社会を明るくするということ　黒澤　瀬奈（鮎貝小５年）
　【中学校の部】
　■優秀賞　大きな愛と小さな勇気　　　　和田麻里子（白鷹中３年）
　　　　　　行動をしよう　　　　　　　　樋口　　凱（白鷹中３年）
　■優良賞　魔法　　　　　　　　　　　　髙橋　健太（白鷹中３年）
　　　　　　社会が明るくなるために　　　片倉　悠花（白鷹中３年）
標語コンテスト
　【小学校の部】
　■優秀賞　すこしだけ　手をさしのべる　勇気だす　　　　　伊藤　瑠唯（鮎貝小６年）
　　　　　　「やめよう」　と言える勇気が　真の友　　　　　　小形　勇気（東根小６年）
　■優良賞　ありがとう　つながれひろがれ　やさしい気持ち　中村　りら（鮎貝小２年）
　　　　　　あいさつで　ちいきの心も　ポッカポカ　　　　　樋口　天音（鮎貝小４年）
　　　　　　「だめだよ」と　言ってあげよう　友ならば　　　　長谷部久麗愛（鮎貝小５年）
　　　　　　「こんにちは」　みんなあいさつ　安心パトロール　清野　心絆（荒砥小３年）
　【中学校の部】
　■優秀賞　一人でさ　ためこむことより　話そうよ　　　青木　心洸（白鷹中２年）
　　　　　　声かけよ　一人ぼっちの　その友に　　　　　海老名巧太（白鷹中２年）
　　　　　　見つけよう　相手の良さを　少しずつ　　　　片倉　　麗（白鷹中３年）
　■優良賞　ロックしよう　悪い心も　自転車も　　　　　小林流羽沙（白鷹中１年）
　　　　　　その笑顔　地域に元気を　与えてる　　　　　丸川　和紗（白鷹中２年）
　　　　　　一人じゃない　いつもまわりに　友がいる　　竹田　悠馬（白鷹中３年）

第67回 “社会を明るくする運動” 作文・標語コンテスト

　11月10日、山形県南部地区郵便局長会（会
長・舩山俊裕米沢駅前郵便局長）から町観光
協会（塚原信一会長）へテント１張りが贈ら
れました。
　この日は、舩山会長と町内の４郵便局長が
同協会を訪問。荒砥駅前に設置されたテント
の前で、塚原会長に目録が手渡されました。
テントは今後、町内の各イベント会場などに
設置される予定です。

観光振興への協力に感謝
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地域包括支援センター ℡86-0112

　

　誰もが健康づくりや交流を楽しめる居場所をつ
くりました。皆さん、お気軽においでください。
●内　容　いきいき百歳体操と茶話会
●日　程　12月22日（金）・１月 12日（金）・19
　日（金）・26 日（金）午前 10 時～ 11 時 45 分
●場　所　「たんぽぽ」（鮎貝神明町「陽光学園グ
　ループホーム陽だまり」西側）

支えあう地域づくりなないろの会（福祉型小さ
な拠点）のご案内

●対象者　どなたでも（申込不要）
●利用料　１回 100 円
●持ち物　バスタオル（百歳体操時、椅子の下に  
　敷きます。）
【問い合わせ・事務局】
支えあう地域づくりなないろの会
平泉　☎ 85-0143 ／橋本　☎ 85-3676

　誰もが気軽に参加できる場として、「のどかカ
フェ」を開催しています。お茶を飲みながら参加
者同士で認知症や介護、介護予防、健康づくり等
について情報交換をしています。毎月第４水曜日
に開催しています。

●会　場　ちょぼらの家（荒砥甲 373-8）
●参加料　無料
●開催日　12月20 日（水）午後２時～３時 30 分
※申込不要。直接会場にお越しください。
【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　☎86-0112

12 月開催「のどかカフェ」のご案内

　町では、運転免許証を自主返納し認知症により介
護認定を受けている方に対して、タクシー利用助成
券の交付を行っています。
　さらに、平成 29 年の道路交通法の改正に伴い、
11 月からは認知症により運転免許取消処分を受け
た方で、次に該当する方にもタクシー利用助成券（基
本料金 ×24 枚綴り）の交付（※ 支援は１人１回限
りです。）を行っています。
■対象　認知症により運転免許証の取消処分を受け   
　た方で、免許取消時に満年齢 75 歳以上の方
※返納した日から１年以内に申請が必要です。

■支援内容　
　タクシー利用助成券
　（基本料金 ×24 枚綴り）の交付
※支援は１人１回限りです。
■申込場所　健康福祉課地域包括支援センター係
■必要書類等
①運転免許取消処分書（警察署にて発行）
②印鑑（認印）

【問い合わせ】
健康福祉課地域包括支援センター係　☎ 86-0112
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ご融資額３５０万円以内（お子さま１人あたり） 

お子さまの進学、在学を応援！ ご入学前の 

まとまった費用

の準備が可能！ 

【ご相談・お問い合わせは】 

教育ローンコールセンター 

受付時間 月～金曜日／9:00～21:00 土曜日／9:00～17:00 ※日曜日、祝日、年末年始（12/31～1/3）はご利用いただけません。 

0570-008656
ハローコール

 （または 03－5321-8656）  

国の教育ローン 詳しくは Webで！ 

固定金利 

長期返済なので 

安心！ 

 
３５年以上の 

取扱実績！ 

検索 

白鷹町認知症高齢者運転免許証
自主返納等支援事業をご存知ですか？
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町民課くらし環境係  ☎ 85-6131 ／長井警察署  ☎ 84-0110 ／白鷹西駐在所  ☎ 85-2029 ／白鷹東駐在所  ☎ 85-2046

あんしん×あんぜん

冬道の交通安全

●冬用タイヤ交換はお早めに！…毎年、初冬期に
　夏タイヤによるスリップ事故が多発しています。

●雪の降り始めが要注意！…慣れない雪道でスリ
　ップ事故が多発する時期です。スピードを落と

　して安全走行を心がけましょう。

●スリップ事故に要注意！…年末年始は出かける
　ことが特に多い時期です。次のことを守りまし

　ょう。
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冬道の安全運転５則

❶スピードは、夏場より10キロ以上減速する。

❷車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。

❸急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操
　作を避ける。

❹視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する。

❺危険がいっぱい。追い越しはしない。

●特に、トンネルの出入り口や橋の上、日陰部分
　は凍結路面に注意！…油断しないで減速運転を
　しましょう。

●年末年始は、お酒を飲む機会が多くなる時期！
　…飲酒運転は絶対に「しない、させない、許さ
　ない」を徹底してください。
●５分早めの行動で冬道の交通事故防止
　…気忙しい時期です。ゆとりをもって交通安全
　に努めましょう。
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みんなで声かけ・鍵
かけ・心がけ！
警戒心を持って防犯
に心がけましょう！

教 育 委 員 会 

幼稚園、保育園 

小･中･高等学校 

Ｐ Ｔ Ａ 

 ○冬期間における通学路等の安全点検及び登下校時における街頭指導 

 ○冬季の積雪、路面凍結等における安全な道路横断や歩行の具体的な指導 

 ○後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシート着用の義務・必要性及び着用効

果の啓発・指導 

道 路 管 理 者 

 ○通学路、事故多発地点での交通安全施設の点検・改善 

 ○冬季道路状況に即したパトロールの実施 

 ○適切な除雪による歩行者及び車両の安全・円滑な通行環境の確保 

山 形 運 輸 支 局 

 ○「年末年始の輸送等に関する安全総点検」の指導並びに安全意識の高揚及び安全確保の周知徹底 

 ○積雪、凍結等の悪路、吹雪等の異常気象時における安全運行の指導 

山 形 労 働 局 

 ○「冬の労災をなくそう運動」の推進 

 ○「交通労働災害防止のためのガイドライン」（①交通労働災害防止のための管理体制の確立 ②適

正な労働時間等の管理、走行管理 ③教育の実施 ④健康管理 ⑤交通労働災害防止に対する意識

の高揚 ⑥荷主、元請による配慮）の周知徹底 

交 通 安 全 協 会 

 ○「早めのヘッドライト点灯とスピードダウン」･「冬道の安全運転５則」の啓発指導 

 ○子ども、高齢者、自転車利用者等に対する「夜光反射材」の普及及び着用促進 

安全運転管理者 

協 会 

 ○山形スマートドライバー「四つの確認行動」の実践 

  １ 横断歩道では、歩行者がいることを確認     ２ 一時停止場所では、しっかり止まって確認 

  ３ 乗車したら、全席シートベルト着用状況を確認  ４ 十分な車間距離を確保 

 ○夕方早めのヘッドライト点灯とハイビーム活用指導の徹底 

○青パトの光を活用した「ぼんやり運転」防止活動の推進 

指定自動車教習所 

協 会 

 ○「冬道の安全運転５則」の啓発指導 

 ○「高齢者の横断歩行中の交通事故防止」の啓発指導 

 ○飲酒運転の危険性、悲惨さの啓発指導 

 ○後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシート着用の義務・必要性及び着用効

果についての指導 

Ｊ Ｒ 東 日 本 

踏切道事故防止 

関 係 団 体 

 ○線路内への誤進入の防止など踏切の安全通行の指導広報の実施 

 ○踏切道保安設備の点検整備 

 ○除雪の徹底等による踏切設備の視認性及び安全通行の確保 

ト ラ ッ ク 協 会 

バ ス 協 会 

ハ イ ヤ ー 協 会 

ハイヤ-･タクシ-協会 

自家用自動車協会 

自動車販売店協会 

 ○「冬道の安全運転５則」を遵守した安全運転指導 

 ○過労運転等防止のための適正な運行管理の徹底 

 ○過積載防止運動の推進 

交通安全母の会  ○冬道の安全運転や飲酒運転撲滅等を話題とする「交通安全家族会議」開催の推進 

老 人 ク ラ ブ 

 ○夕暮れ・夜間における「明るい色の衣服」、「夜光反射材の着用」の推進 

 ○各会合等における冬道の危険性を踏まえた安全な道路通行の呼び掛け 

旅館ホテル、麺類飲食

料理飲食、鮨商、社交飲

食各生活衛生同業組

合、小売酒販組合連合

会、酒造組合 

 ○飲酒運転をする、または飲酒運転をする恐れのある者への酒類提供拒否の徹底 

 ○客等に対する飲酒運転の車への同乗が犯罪であることの広報啓発 

 ○客等に対する飲酒運転防止の提案（ハンドルキーパー、公共交通機関、タクシー、代行車利用、宿泊施

設等利用）の促進 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

①①①①    スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。    

②②②②    車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。    

③③③③    急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作

を避ける。を避ける。を避ける。を避ける。    

④④④④    視界不良時は、視界不良時は、視界不良時は、視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する。前方をよく見て早めに徐行する。前方をよく見て早めに徐行する。前方をよく見て早めに徐行する。    

⑤⑤⑤⑤    危険がいっぱい。追越しはしない。危険がいっぱい。追越しはしない。危険がいっぱい。追越しはしない。危険がいっぱい。追越しはしない。    

冬冬冬冬 道道道道 の 安 全の 安 全の 安 全の 安 全 運 転運 転運 転運 転 ５ 則５ 則５ 則５ 則    

●早めのヘッド
　ライト点灯と
　ハイビームの
　積極活用
　…悪天候の場
　合は、日中で
　もヘッドライ
　トを点灯しま
　しょう。
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 ○後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシート着用の義務・必要性及び着用効

果の啓発・指導 

道 路 管 理 者 

 ○通学路、事故多発地点での交通安全施設の点検・改善 

 ○冬季道路状況に即したパトロールの実施 

 ○適切な除雪による歩行者及び車両の安全・円滑な通行環境の確保 
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 ○「年末年始の輸送等に関する安全総点検」の指導並びに安全意識の高揚及び安全確保の周知徹底 
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 ○「交通労働災害防止のためのガイドライン」（①交通労働災害防止のための管理体制の確立 ②適

正な労働時間等の管理、走行管理 ③教育の実施 ④健康管理 ⑤交通労働災害防止に対する意識

の高揚 ⑥荷主、元請による配慮）の周知徹底 

交 通 安 全 協 会 

 ○「早めのヘッドライト点灯とスピードダウン」･「冬道の安全運転５則」の啓発指導 

 ○子ども、高齢者、自転車利用者等に対する「夜光反射材」の普及及び着用促進 

安全運転管理者 
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 ○山形スマートドライバー「四つの確認行動」の実践 

  １ 横断歩道では、歩行者がいることを確認     ２ 一時停止場所では、しっかり止まって確認 

  ３ 乗車したら、全席シートベルト着用状況を確認  ４ 十分な車間距離を確保 

 ○夕方早めのヘッドライト点灯とハイビーム活用指導の徹底 

○青パトの光を活用した「ぼんやり運転」防止活動の推進 

指定自動車教習所 

協 会 

 ○「冬道の安全運転５則」の啓発指導 

 ○「高齢者の横断歩行中の交通事故防止」の啓発指導 

 ○飲酒運転の危険性、悲惨さの啓発指導 

 ○後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイルドシート着用の義務・必要性及び着用効

果についての指導 

Ｊ Ｒ 東 日 本 

踏切道事故防止 

関 係 団 体 

 ○線路内への誤進入の防止など踏切の安全通行の指導広報の実施 

 ○踏切道保安設備の点検整備 

 ○除雪の徹底等による踏切設備の視認性及び安全通行の確保 

ト ラ ッ ク 協 会 

バ ス 協 会 

ハ イ ヤ ー 協 会 

ハイヤ-･タクシ-協会 

自家用自動車協会 

自動車販売店協会 

 ○「冬道の安全運転５則」を遵守した安全運転指導 

 ○過労運転等防止のための適正な運行管理の徹底 

 ○過積載防止運動の推進 

交通安全母の会  ○冬道の安全運転や飲酒運転撲滅等を話題とする「交通安全家族会議」開催の推進 

老 人 ク ラ ブ 

 ○夕暮れ・夜間における「明るい色の衣服」、「夜光反射材の着用」の推進 

 ○各会合等における冬道の危険性を踏まえた安全な道路通行の呼び掛け 

旅館ホテル、麺類飲食

料理飲食、鮨商、社交飲

食各生活衛生同業組

合、小売酒販組合連合

会、酒造組合 

 ○飲酒運転をする、または飲酒運転をする恐れのある者への酒類提供拒否の徹底 

 ○客等に対する飲酒運転の車への同乗が犯罪であることの広報啓発 

 ○客等に対する飲酒運転防止の提案（ハンドルキーパー、公共交通機関、タクシー、代行車利用、宿泊施

設等利用）の促進 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

①①①①    スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。スピードは、夏場より１０キロ以上減速する。    

②②②②    車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。車間距離は、路面乾燥時の２倍以上とする。    

③③③③    急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作急加速、急ブレーキ、急ハンドル等の急激な操作

を避ける。を避ける。を避ける。を避ける。    

④④④④    視界不良時は、視界不良時は、視界不良時は、視界不良時は、前方をよく見て早めに徐行する。前方をよく見て早めに徐行する。前方をよく見て早めに徐行する。前方をよく見て早めに徐行する。    

⑤⑤⑤⑤    危険がいっぱい。追越しはしない。危険がいっぱい。追越しはしない。危険がいっぱい。追越しはしない。危険がいっぱい。追越しはしない。    

冬冬冬冬 道道道道 の 安 全の 安 全の 安 全の 安 全 運 転運 転運 転運 転 ５ 則５ 則５ 則５ 則    

広 

告

 
平成 29年 5月 26日 

 

看護師・准看護師・作業療法士・精神保健福祉士 募集 

0238-87-8000 

𠮷𠮷川記念病院 
小児科・内科・精神科 

児童精神科・老年精神科 

神経内科・リハビリテーション科 

4月 1日より新しく 熊澤 豊 医師が入職され、診療体制が充実しました。 

専門は消化器内科ですが、内科一般幅広く対応いたします。 

診察日は月・火・水・木曜日の 9時～12時、14時～17時です。 

診察(新患も可)をご希望の方は、随時お受けいたします。 

〒993-0075 長井市成田 1888-1 

医 療 法 人 杏 山 会 
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〜
仙
台
空
港
〜
白
鷹

※
原
則
、
団
体
行
動
と
し
ま
す
。

▼
料
金　

約
13
万
５
千
円

▼
定
員　

15
名

▼
申
込
締
切　

12
月
22
日
（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

白
鷹
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
交
流
推
進
係
内
）

☎
85

－

６
１
２
６

　
　町

営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

《
神
明
ア
パ
ー
ト
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
鮎
貝
２
４

６
８

－

１
０

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
６
＋
６
＋
４

・
５
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
６
８
０
０
円
〜
３
万
３
１
０
０
円

《
柏
原
住
宅
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田
１

２
６
１

－

４
３

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
８
＋
６

畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
８
１
０
０
円
〜
３
万
５
６
０
０
円

《
宝
前
町
住
宅
》

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
十
王
５
５

０
２

－

１
３

募
　
集

白
鷹
町
国
際
交
流
協
会
　
台
湾

異
文
化
体
験
の
旅
参
加
者
募
集

　

白
鷹
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
４

泊
５
日
で〝
台
湾
を
知
る
・
触
れ
る
〞

旅
行
を
計
画
し
て
お
り
、
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。
台
湾
を
代
表
す
る
故

宮
博
物
院
や
九
份
を
巡
る
コ
ー
ス
で

す
。
皆
さ
ん
で
国
際
的
な
経
験
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
い
つ　

平
成
30
年
２
月
４
日

（
日
）
〜
８
日
（
木
）
４
泊
５
日

▼
行
程　

４
日
…
白
鷹
〜
仙
台
空
港

〜
台
湾
（
台
北
）﹇
台
北
泊
﹈
↓
５

日
…
台
北
市
内
・
故
宮
博
物
院
﹇
台

北
泊
﹈
↓
６
日
…
鶯
歌
・
三
峡
老
街

﹇
台
北
泊
﹈
↓
７
日
…
九
份
・
十
份

（
台
北
泊
）
↓
８
日
…
台
湾（
台
北
）

  nformation
　　　　　インフォメーション

情報アラカルト

　白鷹町役場　☎８５-２１１１

▼
募
集
戸
数　

１
戸
（
一
般
用
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
６
＋
６

畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

所
得
額
等
に
よ
り
月
額
１

万
６
０
０
０
円
〜
３
万
１
４
０
０
円

《
共
通
》

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、
入

居
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
以
下
で
、
原
則
と
し
て
同
居
す
る

親
族
が
い
る
方
及
び
暴
力
団
関
係
者

で
は
な
い
方

▼
入
居
可
能
日　

１
月
下
旬

▼
募
集
期
間　

12
月
12
日
（
火
）
〜

12
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

※
土
日
を
除
く
。

▼
申
込
方
法　

平
成
28
年
分
の
源
泉

徴
収
票
の
写
し
、
平
成
29
年
分
給
与

支
給
明
細
書
な
ど
入
居
者
全
員
の
所

得
が
わ
か
る
書
類
、
個
人
番
号
が
確

認
で
き
る
書
類
及
び
本
人
確
認
書
類

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
申
込
者
の

要
件
に
よ
り
提
出
書
類
が
異
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管
理

係　

☎
85

－

６
１
４
０

　
　

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
通
り
平
成
30
年
度
採
用
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種　

事
務
局
職
員　

▼
採
用
予
定
人
員　

１
名

▼
受
験
資
格　

昭
和
63
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
大
学
卒
業
程
度
の

学
歴
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
30

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方
で
、

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
取
得
見
込
の
方

【
１
次
試
験
】

▼
い
つ　

平
成
30
年
１
月
14
日（
日
）

▼
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
職
場
適

応
性
検
査
、
作
文
試
験

【
２
次
試
験
】

▼
い
つ　

平
成
30
年
１
月
28
日（
日
）

▼
試
験
内
容　

面
接
試
験

【
共
通
】

▼
試
験
会
場　

白
鷹
町
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
申
込
受
付
期
間　

12
月
12
日

（
火
）〜
平
成
30
年
１
月
４
日
（
木
）

※
郵
送
の
場
合
は
１
月
４
日
必
着
。

▼
申
込
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
祭
日
及
び
12
月
29
日
〜
平

成
30
年
１
月
３
日
を
除
く
）

▼
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
写
真
を
貼
り
、
住
民
票
抄

白鷹町行政情報運用管理業務委託

白鷹町行政情報運用管理業務委託

パソコン・インターネットのことなら

何でもご相談ください！

町民サポートのお知らせ
　

　
　●場所　白鷹町総合情報センター（産業センター奥）
　●電話　0238-86-0151
　●時間　平日午前８時30分～午後５時30分
　　　　（土日祝日は休みになります）
　●その他　情報センターにお越しいただく場合は事前
　　　　　　にお電話ください。

　※サポートの内容によっては、有料になる場合や解決でき

　　ない場合がありますのでご了承ください。

　パソコンやインターネットの困りごとや不具合など、情

報センターで受付けています。情報センターにお越しいた

だくほか、ご自宅にもお伺いします。料金はかかりません。

お気軽にご利用ください。

●22　　 広報しらたか　2017.12.12



お
し
ら
せ

か
ら

▼
雇
用
期
間　

6
カ
月
（
正
規
職
員

採
用
制
度
あ
り
）

▼
賃
金
等　

日
額
６
千
円
～
８
千
円

（
資
格
手
当
・
通
勤
手
当
あ
り
）

▼
福
利
厚
生　

健
康
保
険
・
厚
生
年

金
等
加
入
制
度
あ
り

▼
勤
務
時
間　

平
日
週
５
日　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
受
付
期
間　

随
時
受
付

▼
選
考
方
法　

履
歴
書
及
び
職
務
経

歴
書
に
よ
る
書
類
選
考
並
び
に
面
接

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
８
４
１　

白
鷹
町
大
字
畔
藤
５
２
７
７
番
地
２

白
鷹
町
土
地
改
良
区

☎
85

－

２
５
７
２

　　

  

自
衛
官
等
募
集
の
お
知
ら
せ

【
自
衛
官
候
補
生
】

▼
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
女（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間　

随
時
受
付

▼
試
験
日　

平
成
30
年
１
月
28
日

（
日
）、
２
月
18
日
（
日
）
の
２
回

▼
試
験
場
所　

神
町
駐
屯
地

【
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）
】

▼
応
募
資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込

み
含
む
）
17
歳
未
満
の
者
（
平
成
30

年
４
月
１
日
現
在
）

▼
受
付
期
間　

平
成
30
年
１
月
９
日

本
（
本
籍
記
載
）、
社
会
福
祉
士
登

録
証
の
写
し
ま
た
は
資
格
取
得
見
込

証
明
書
を
添
付
し
、
社
会
福
祉
協
議

会
窓
口
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
か
郵

送
く
だ
さ
い
。
受
験
資
格
を
満
た
し

て
い
る
場
合
は
、
受
験
票
を
交
付
し

ま
す
。

※
申
込
書
及
び
募
集
要
項
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
窓
口
及
び
郵
便
に
よ

る
請
求
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.shirataka-syakyo.

com
/

）か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－

０
８
３
１

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
４
８
８
番
地
白

鷹
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

社
会
福
祉
法
人
白
鷹
町
社
会
福
祉
協

議
会　

☎
86

－

０
１
５
０

　

  

白
鷹
町
土
地
改
良
区
の

　   

職
員（
臨
時
）を
募
集
し
ま
す

▼
募
集
職
種　

臨
時
職
員　

▼
採
用
予
定
人
員　

１
名

▼
業
務
内
容　

土
地
改
良
施
設
の
管

理
業
務
及
び
改
良
区
運
営
に
関
す
る

一
般
事
務　
　
　

▼
応
募
資
格　

①
白
鷹
町
及
び
長
井
市
在
住
の
方
も

　

し
く
は
居
住
予
定
の
方

②
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
方

（
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　

れ
た
方
）

③
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
可
能
な
方

④
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち

　

の
方

⑤
農
業
土
木
及
び
設
計
業
務
経
験
者

　

優
遇

▼
勤
務
開
始　

平
成
30
年
１
月
４
日

　  　　　　にご注意を！
　 
　冬は暖房機器を使う機会が増えます。一般家庭や
事業所において、ホームタンクや配管から灯油など
の油類が漏れ出し、河川などに流れ出すケースが毎
年発生しています。その多くが人為的ミスによるも
のです。

　原因者が費用負担
　事故を起こすと、水や土壌の環境汚染をもたらす
だけでなく、油の撤去に費用がかかります（オイル
フェンス設置、吸着マットによる吸い取り、汚染さ
れた土の処分など）。
　これらの費用は、事故を起こした原因者が責任を
持って負担しなければなりません。

　 油流出事故を防ぐための心掛け
①その場を離れない。（給油時はその場を離れず、終
　わったらしっかり元栓を閉める）
②配管場所には目印を。（除雪による配管の破損を防
　ぐために）
③落雪に注意。
④定期点検を行う。（配管等に腐食や亀裂がないか）
⑤防油堤の設置。（万一に備える）

【問い合わせ】  町民課くらし環境係　☎85-6131

油流出事
故

STOP! OIL SPILL

（
火
）

▼
試
験
日
（
１
次
試
験
）
平
成
30
年

１
月
26
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地
域

事
務
所　

☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１

　

  

元
気
ニ
コ
ニ
コ
軽
ス
ポ
ー
ツ

　  

の
ご
案
内

　　

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

平
成
30
年
１
月
13
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー　

ホ
ー
ル

▼
内
容　

ワ
ナ
ゲ
・
ペ
タ
ン
ク

▼
持
ち
物　

飲
み
物
、
ズ
ッ
ク

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ
推

進
会　

平
吹　

隆

☎
０
８
０

－

５
２
２
１

－

０
９
４
２

白
鷹
町
卓
球
大
会
の
お
知
ら
せ

　

新
た
な
体
制
で
卓
球
大
会
＋
ａ
を

開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
ボ
ー
ル
40
㍉
の
部
と
ラ
ー

ジ
ボ
ー
ル
の
掛
け
持
ち
参
加
は
不
可

と
し
ま
す
。
ま
た
、
卓
球
だ
け
で
な

い
＋
ａ
も
準
備
す
る
予
定
で
す
。
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広 

告

▼
い
つ　

平
成
30
年
１
月
28
日（
日
）

　

午
前
９
時
～

▼
ど
こ
で　

荒
砥
小
学
校
体
育
館

▼
競
技
種
目　

①
団
体
戦
（
地
区
対
抗
で
は
な
く
抽

　

選
に
よ
る
）

②
シ
ン
グ
ル
ス
（
一
般
の
部
・
学
生

　

の
部
・
小
学
生
の
部
・
ラ
ー
ジ
ボ

　

ー
ル
の
部
）

※
ダ
ブ
ル
ス
に
つ
い
て
は
未
定
。

▼
参
加
料　

一
人
一
種
目
１
０
０
円

▼
申
込
方
法　

当
日
受
付

※
抽
選
組
み
合
わ
せ
も
当
日
に
行
う

予
定
で
す
。

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
卓
球

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
85

－

２
９
０
５

町
立
病
院
か
ら
の
お
願
い

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
に
よ
る
感
染
症
が
流
行
し
や

す
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
の
皆
さ
ん
は
、
体
力
が

低
下
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
感
染
す

る
と
重
症
化
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、

面
会
の
際
に
は
「
マ
ス
ク
の
着
用
」

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
病
室
へ

の
出
入
り
の
際
に
は
、
入
口
に
備
付

の
「
手
指
消
毒
剤
」
の
使
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
格
的
な
流
行
時
に
は
、

「
面
会
の
制
限
」
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
立
病
院　

☎
85

－

２
１
５
５

米
沢
検
察
審
査
会
か
ら

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

米
沢
検
察
審
査
会
は
、
検
察
審
査

員
及
び
同
補
充
員
任
期
修
了
者
有
志

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

審
査
会
の
制
度
が
広
く
国
民
に
知

ら
れ
る
よ
う
、
制
度
周
知
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、
裁
判
所
で

の
傍
聴
を
経
験
し
な
が
ら
、
制
度
の

普
及
発
展
を
目
指
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
９
２

－
０
６
０
１

川
西
町
大
字
西
大
塚
１

米
沢
検
察
審
査
会
会
長　

保
科
健
一

☎
０
２
３
９

－

42

－

４
２
１
２

   

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の
お
知
ら
せ

   

果
樹
王
国
山
形
を
支
え
る
皆
様
へ

　

多
様
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え
て
、

果
樹
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。

　

降
ひ
ょ
う
・
ゲ
リ
ラ
豪
雨
・
台
風

・
豪
雪
・
開
花
期
の
【
低
温
な
ど
、

近
年
多
発
す
る
異
常
気
象
に
よ
る
災

害
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
唯
一
の
公

的
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
『
果
樹
共

済
』
は
、
果
樹
農
家
の
経
営
を
し
っ

か
り
守
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
損
害
防
止
事

業
を
行
う
一
方
、
行
政
や
農
協
の
協

力
を
得
な
が
ら
制
度
の
普
及
を
図
っ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
農
業
共
済

組
合
置
賜
支
所
果
樹
園
芸
課　

☎
０
２
３
８

－

37

－

５
７
０
５

　

あ
す
の
ば
入
学
・
新
生
活
応
援

　
給
付
金
に
つ
い
て

　

あ
す
の
ば
入
学
・
新
生
活
応
援
給

付
金
は
、
平
成
30
年
４
月
に
入
学
や

新
生
活
を
迎
え
る
方
々
を
対
象
に
、

公
益
財
団
法
人
あ
す
の
ば
が
実
施
す

る
返
済
不
要
・
成
績
不
問
の
給
付
金

で
す
。

▼
申
込
対
象

⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
の

　

子
ど
も

⑵
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
子
ど
も

⑶
児
童
養
護
施
設
・
母
子
生
活
支
援

　

施
設
・
里
親
な
ど
社
会
的
養
護
の

　

も
と
で
生
活
し
て
い
て
、
平
成
30

　

年
４
月
ま
で
に
施
設
退
所
な
ど
自

　

立
生
活
を
予
定
し
て
い
る
子
ど
も

以
上
の
⑴
～
⑶
の
人
で
、
次
の
①
～

④
に
あ
て
は
ま
る
人
。

①
平
成
30
年
４
月
に
小
学
校
に
入　

　

学
す
る
人
（
小
学
校
入
学
生
）

②
平
成
30
年
４
月
に
中
学
校
に
入
学

　

す
る
人
（
中
学
校
入
学
生
）

③
平
成
29
年
度
末
に
中
学
校
を
卒
業

　

す
る
人
（
中
学
校
卒
業
生
）

④
平
成
29
年
度
末
に
高
校
ま
た
は
そ

　

れ
に
準
ず
る
学
校
の
卒
業
予
定
の

　

人
、
あ
る
い
は
平
成
30
年
４
月
に

　

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
ま
た
は

　

そ
れ
に
準
ず
る
学
校
へ
の
進
学
予

　

定
の
人
（
高
校
卒
業
生
等
）

▼
給
付
額
及
び
募
集
人
数

・
小
学
校
入
学
生　

　

３
万
円
（
３
０
０
人
募
集
）

・
中
学
校
入
学
生　

　

３
万
円
（
４
０
０
人
募
集
）

・
中
学
校
卒
業
生　

　

４
万
円
（
６
５
０
人
募
集
）

・
高
校
卒
業
生
等

　

５
万
円
（
６
５
０
人
募
集
）

▼
申
込
期
限　

12
月
20
日
（
水
）

※
当
日
消
印
有
効

　

な
お
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
公
益
財
団
法
人
あ
す
の
ば
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.usnova.
org/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人
あ

す
の
ば　

☎
03

－

６
２
７
７

－

８
１
９
９　

※
受
付
時
間
は
、
月
～
金
曜
日
の
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

☆
申
込
書
は
健
康
福
祉
課
子
育
て
支

援
係
に
備
え
て
い
ま
す
。
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 講　師　

内田美智子（うちだみちこ）氏　プロフィール

 産師。大分県竹田市生まれ。国立小倉病院付属 産婦師科卒。

福岡県子育てアドバイザー。福岡県社会教育委員。

1988 年から産婦人科医の夫と内田産婦人科医院を営みながら、

生と死を見つめてきた。九州を拠点に「生」「性」「いのち」「食」

をテーマに全国で講演活動を展開。

子供の心の育ちの中で食の大切さを伝え続けている。

著書に「ここ 食卓から始まる生教育」（西日本新聞社）他。

 4日（水曜日）

【 平成 29 年度 男女共同参画地域講座 / 白鷹学講座 2017  パート 5 】

 催 : 平成 29 年度置賜地域男女共同参画地域講座実行委員会

共催 ： 白鷹学講座企画委員会 ・ 白鷹町 ・ 白鷹町教育委員会 ・ 白鷹町中央公民館

後援 ： 山形県男女共同参画センター  米沢市  南陽市  長井市  高畠町  飯豊町  川西町  小国町

 整理券取扱い　白鷹町教育委員会・白鷹町中央公民館 ・白鷹町産業センター

　　　　　　　　・各地区コミュニティセンター・白鷹町文化交流センターあゆーむ

　　　　　会場・白鷹町産業センター
　　　　　　　　　　　　　 （パワーセンター白鷹）

入場無料
 理券が必要です。

　 開演・午後 7 時

平成 30 年 月

（開場：午後 6 時 30 分）

問合せ ： 白鷹町教育委員会 生涯学習 ・ 文化振興係 ℡0238-85-6146　

1

内田美智子氏 講演会

いのちをいただいて、

つないで、

 助産師になって37年、そして思春期の子どもたちと向き合うようになって27年。

これまで 3,000人以上の赤ちゃんを取り上げてきました。  うれしい涙がいっぱいの

産院ですが、悲しい冷たい涙もいっぱいあります。たくさんの赤ちゃん、たくさん

の若いお母さん、たくさんの思春期の子どもたちを見てきて、「性」を大切にするこ

とは「生」を大切にすること。そして「生」を大切にすることは「食」を大切にする

ことに気がつきました。

 大事なときに自己判断ができるのは、生まれてきて良かったと、自分の「いのち」

が「いま、ここにある」ことの素晴らしさを実感できる子どもたち。それをはぐくむ

ために私達ができること。それは日々の暮らしの中にあります。

子どもに伝えたい、 たいせつなもの。

この話を聞いたあと、 必ず子どもを抱きしめたくなります。

すべてのお父さん、お母さんに、

ぜひ聞いていただきたい講演会です。

育むこと。
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［TEL］  85-9071    　［FAX］  85- 9072
［E-mail］  shirataka@ayu-m.jp
［URL］  http://www.ayu-m.jp/
開館時間

あゆーむ

午前９時～午後７時 ※夜間のご予約がある
場合は午後１０時まで（ギャラリーを除く）。

平成30年1月までの休館日
12/18（月）・25（月）・29（金）～H30.1/3（水）・
1/9（火）・15（月）・22（月）・29（月）

  ▲ 撮影・五十川 満

●
五
十
川
満
写
真
展

　 

世
界
一
美
し
い
猫
た
ち

▼
い
　
つ
　
12
月
1
日（
金
）〜
　

　
平
成
30
年
1
月
21
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
7
時

　（
1
月
は
午
後
5
時
ま
で
）

▼
ど
こ
で
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
休
館
日
　
月
曜
日
（
月
曜
が
祝

　
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
年
末

　
年
始
休
館
は
12
月
29
日
（
金
）〜

　
平
成
30
年
1
月
3
日
（
水
）

▼
観
覧
料
　
一
般
個
人
3
０
０
円

　
高
校
生
以
下
　
無
料

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ

　
白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
世
界
で
最
大
規
模
の
シ
ョ
ー
キ
ャ

ッ
ト
ブ
リ
ー
ダ
ー
団
体
『The Cat 

Fanciers’ Association

（CFA

）』

恐れ入りますが、冬季間
（1～3月）は夜間のご予約
がない場合、ギャラリ－を
含む全館午後5時で閉
館させていただきます。

冬季間の

開館時間について

冬季間の

開館時間について

▼
い
　
つ
　
　
通
年
（
月
2
回
）

▼
参
加
料
　
　
月
1
5
0
0
円

▼
募
集
期
間
　
4
月
30
日
ま
で

※

た
だ
し
、
定
員
（
約
10
名
）
に
達

　
し
次
第
締
切
。

▼
申
し
込
み
　
あ
ゆ
ー
む
ま
で

▼
対
象
学
年
　
小
学
2
〜
6
年
生

　
ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団
で
は
、
様
々

な
造
形
活
動
を
通
し
て
造
る
楽
し

さ
や
歓
び
を
体
験
し
、
創
造
性
を

豊
か
に
し
、
ま
た
仲
間
と
の 

連
携

や
友
情
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
見
学
・

途
中
入
団
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

で
認
め
ら
れ
た
55
の
純
血
猫
種
の
な

か
で
も
、
と
り
わ
け
登
録
頭
数
が

少
な
い
稀
少
猫
種
「
ラ
パ
ー
マ
」
を

中
心
に
、CFA

に
登
録
さ
れ
た
ま
さ

に
「
世
界
一
」
美
し
い
猫
た
ち
の
写

真
展
で
す
。

五
十
川
満
さ
ん
か
ら
の

　
　
　
　
　     

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
美
し
い

彼
ら
の
個
性
と
そ
の
神
秘
的
な

美
し
さ
を
最
大
限
に
表
現
す
べ

く
、
一
頭
一
頭
の
撮
影
に
お
い

て
、
背
景
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に

も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
生
き
る

宝
石
の
よ
う
な
そ
の
美
し
さ
を

少
し
で
も
皆
様
に
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば

と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

団

員

募

集

平
成
30
年
度

●
●

●

●

●

●

●

 白鷹
町
総
合
型
地
域 

 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
通
信 

Vol.6６ 

Ｒ
Ｏ
＊
Ｋ
Ｕ

ロ

ッ

ク

を
楽
し
も
う
♪ 

 問
い
合
せ
・申
し
込
み
は 

す
べ
て
事
務
局
ま
で
♪ 

◎
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ 

 

冬
期
間
も
寒
さ
に
負
け
ず
、

ニ
ュー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら

身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
活
動
日 

毎
週
水
曜 

▼
時
間 

 
 

午
後
７
時
30
分
～
９
時 

▼
場
所 

白
鷹
中
体
育
館 

▼
対
象 

幼
児
か
ら 

▼
持
ち
物 

シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル 

 

◎
ヨ
ガ
＆
フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
教
室 

 
 

疲
労
回
復
、 

ス
ト
レ
ス
解
消
に
効
果
大
！ 

プ
ロ
の
ボ
デ
ィ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
が 

丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す
。 

▼
い
つ 

１２
月
２５
日
（
月
） 

 
 

 
 

「
経
絡
調
整
ヨ
ガ
」 

指
導
者 

伊
藤 

幸
保 

氏 

▼
い
つ 

１
月
９
日
（
火
） 

「
ボ
デ
ィ
メ
イ
ク 

 
 

 
 

 
 

 

フ
イ
ッ
ト
ネ
ス
」 

指
導
者 

今
野 

陽
介 

氏 

▼
時
間 

 

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分 

▼
場
所 

東
陽
ホ
ー
ル 

▼
対
象 

ど
な
た
で
も 

▼
持
ち
物 

１
月
９
日
は
、

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
く
だ
さ
い
。 

   

白鷹町総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

ゆめスポしらたか 

「RO＊KU
ロ ッ ク

」会長 岡田 明 
 (事務局：白鷹町武道館内) 

tel.87-8988   
E-mail   rokku@sgic.jp 
ホームページ  
「ゆめスポ 

しらたか」 

で検索。または、 

◎
走
り
っ
か
ク
ラ
ブ 

 

ベ
テ
ラ
ン
指
導
者
の
も
と
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
走
力
、
目
標
に
合
せ

て
走
り
ま
す
。 

▼
い
つ 

毎
週
月
、
水
曜 

 

午
後
６
時
45
分
～
７
時
50
分 

▼
場
所 

中
央
公
民
館 

▼
対
象 

小
学
４
年
生
以
上 

▼
指
導 

白
鷹
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ 

▼
持
ち
物 

水
分
、
走
れ
る
服

装
、
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル 

◎
キ
ッ
ズ
・
な
で
し
こ 

 
 

 

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル 

 

サ
ッ
カ
ー
の
楽
し
さ
を 

味
わ
い
ま
せ
ん
か
！ 

 

サ
ッ
カ
ー
に
興
味
の
あ
る 

キ
ッ
ズ
、
元
気
な
女
子
大
歓
迎
！ 

▼
い
つ 

毎
週
月
曜 

 

午
後
６
時
30
分
～
７
時
30
分

（
な
で
し
こ
は
８
時
30
分
ま
で
） 

▼
対
象 

キ
ッ
ズ
【
未
就
学
児
】 

な
で
し
こ
【
小
学
生
女
子
】 

▼
場
所 

山
峡
体
育
館 
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【11月１日～ 11月30日 届出】

戸籍の窓に載せたい方は、届出のとき

に戸籍年金係にお申し出ください。

住 所 父母の名 子の名

十　王 髙木 直人 煌
きら

　人
と

かな子

萩　野 川原 秀和 侑
ゆう

　翔
しょう

幸恵

鮎　貝 伊藤 綾祐 啓
けい

之
の

輔
すけ

なつ美

荒砥乙 松田 知大 刹
せつ

　李
り

真由美

萩　野 紺野 佑樹 琉
る

　叶
か

さくら

広　野 新野 雄大 英
え

　茉
ま

恵理子

こんにちは赤ちゃん

♥

　　 氏　名　　　　　 住 所

加　藤　寿　一　 　荒砥甲
安　食　更知子 　　寒河江市

岡　田　裕　樹 　　浅　立

髙　橋　理　恵 　　宮城県

ご結婚おめでとう

♥

表紙の写真

　今年も山形鉄道フラワー長井線「四季の郷

駅」がイルミネーションで装飾され、淡く幻

想的な光が白鷹町の夜を照らしています。

　これは、四季の郷駅で楽しむ会（土方俊男

会長）が毎年取り組んでいるもので、点灯式

が行われた 11 月 26 日から 12 月 25 日のクリ

スマスの夜まで点灯される予定です。

　日が落ち、冷え切った冬の夜。光の粒が星

のように輝き、駅に到着する車両はまるで、

宇宙空間を走る銀河鉄道のようです。

畔　藤　  　　原　勢　二     88
荒砥乙　  　　野　と　も      91
鮎　貝　  遠　藤　好　子      85
深　山　  白　田　　勝　      77
荒砥乙　  保　科　良　一      65
鮎　貝　  佐々木　利　雄      84
横田尻  　町　田　み　ん      87
萩　野　  紺　野　五　月      89
荒砥乙　  工　藤　富　彌      85
菖　蒲　  小　関　健　一      96
箕和田　  横　山　一　夫      75
高　玉　  樋　口　南海男      75
山　口　  飯　澤　久　夫 　82
針　生　  奧　山　よ　ね      87
中　山　  大　滝　益　蔵     81
荒砥乙　  安　達　熊　　     82
広　野　  澁　谷　千代子     93

お　く　や　み

 住 所　　   　氏　名      年齢

　今シーズンの白鷹スキーセンターレストランは、白鷹町アルカディア

財団が運営することになりました。

　それに伴い、営業内容が一部変更になりますので、ご了承ください。
●営業期間　
　12月 16日（土）～平成 30年３月 18日（日）
※３月は土・日曜日のみの営業となります。
※白鷹町営スキー場がオープンしている期間のみ営業します。
●営業時間
【日中】午前 11時～午後２時／【夜間】午後５時 30分～午後８時
◎ラストオーダー
【日中】午後１時 45分／【夜間】午後７時 45分
※休憩所は午前８時 30分から午後９時まで利用できます。

　［ 飲食物の持ち込みについて ］
　  営業期間中のレストラン内へのおにぎりや弁当等の食事の持ち
 　 込みは、　衛生管理上ご遠慮ください。

※学校のスキー授業における弁当の持込みについては、事前に教育委員

　会までご連絡ください。

【問い合わせ】
白鷹町教育委員会　☎ 85-6147／スキーセンター　☎ 87-2456

★広報しらたかは再生紙を使用しています。

白鷹スキーセンター
レストラン営業について

＊

＊＊
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茅
屋
根
の
屋
根
葺
き
を
始
め
た

の
は
15
〜
16
年
前
の
こ
と
。「
茅
屋

根
を
葺
く
人
が
い
な
く
な
っ
た
か

ら
自
分
で
屋
根
を
解
体
し
て
、
見

よ
う
見
ま
ね
で
葺
い
た
の
が
き
っ

か
け
」。
忠
勝
さ
ん
は
自
宅
の
茅

屋
根
を
毎
年
部
分
ご
と
に
、
少
し

ず
つ
葺
き
替
え
て
い
ま
す
。

　

青
草
が
枯
れ
る
こ
ろ
に
茅
場
で

茅
を
刈
り
、
そ
の
場
で
春
先
ま
で

乾
燥
。
春
先
に
な
る
と
、
茅
を
運

ん
で
き
て
扱
（
こ
）
き
、
茅
を
整

え
ま
す
。
屋
根
葺
き
の
道
具
は
、

以
前
忠
勝
さ
ん
の
家
の
屋
根
葺
き

を
し
て
い
た
職
人
さ
ん
か
ら
譲
り

受
け
た
も
の
を
愛
用
し
て
い
る
そ

う
で
、
中
に
は
忠
勝
さ
ん
の
手
作

り
の
道
具
も
あ
り
ま
し
た
。

「
夏
は
直
射
日
光
を
浴
び
な
が
ら

屋
根
を
葺
く
か
ら
暑
く
て
大
変
。

冬
は
寒
い
し
、
雪
下
ろ
し
を
し
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
苦
労
も
あ

る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
忠
勝
さ

ん
は
茅
屋
根
を
葺
き
ま
す
。「
こ
の

家
を
見
て
『
故
郷
に
帰
っ
て
き
た

な
ぁ
』
っ
て
、
み
ん
な
に
と
っ
て

の
故
郷
の
風
景
に
な
れ
ば
…
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

「
で
き
あ
が
っ
て
い
く
の
を
見
る

の
は
や
っ
ぱ
り
一
番
お
も
し
ろ

い
。
最
後
の
仕
上
げ
な
ん
て
鼻
歌

歌
い
な
が
ら
だ
」
と
忠
勝
さ
ん
。

大
変
な
こ
と
を
お
も
し
ろ
い
と
感

じ
ら
れ
る
こ
と
が
、
故
郷
を
守
っ

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
故
郷
の
風
景
で
あ
り
た
い
」

❶使いやすいように工夫を施された屋根葺きの道具（譲り
受けたものと手作りのもの）　❷不安定な場所での作業。
屋根全部を一周するのに７年かかる　❸一番の難関場所。
足場の組み方が難しく、葺き替えも難しいところ

地
域
お
こ
し
協
力
隊

茅
野 

唯
さ
ん

「　屋根葺
ふ

き　」
　　高橋 忠勝さん（萩野・75歳）

しらたかの鉄人！達人！　　 
　

地域おこし協力隊が見っけだ

連 載 企 画

私もこの夏、実際に茅の屋根

葺き体験をしました。不安定

な場所での作業と意外と力の

いる作業にへとへとになった

ことを思い出します。茅集め

から、足場組みまですべて一

人で行っている忠勝さんにパ

ワフルさを感じました。ぜひ

弟子にしてほしいものです。

❷

❸❶

　「広報しらたか 11月 12日号」で紹介した料理レシピ「ごっつぉうしらた
か」につきまして、好評につき配布開始から数日で配布予定数に達したため、
お受け取りを希望されていた皆様には、大変ご迷惑をおかけしましたことお
詫び申し上げます。
　そこでこのたび、レシピ集を新たに 500 部増刷いたしました。数量限定
となりますので、ご希望の方はお早めに下記の場所でお受け取りください。
●設置場所　各地区コミュニティセンター、白鷹町役場商工観光課、白鷹町  
　観光協会
●配布開始　12月15日（金）～
【問い合わせ】商工観光課交流推進係　☎85-6126

  しらたか料理レシピ
　「ごっつぉうしらたか」
　　　　　　　　

しらたか料理レシピ

好評につき増刷！
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